
地
名

･
性
情
語

･
伝
承

…

｢
天
の
香
具
山
｣
考
-

筆
者
は
､
か
つ
て

『天
草
版
伊
曽
保
物
語
の
研
究
』
を
著
し
た
と
き
､
｢
あ
ま
の

命
を
助
か
っ
て
｣
の
訳
に
困
惑
し
た
｡
後
述
す
る
が
､
こ
れ
に
は

｢
天
命
｣
と
め

て
ら
れ
る
事
が
多
-
､
し
か
も
意
味
で
は

｢危
い
命
｣
と
解
さ
れ
る
｡
伊
曽
保
の

テ
ン

例
で
も
そ
の
意
が
合
-
だ
け
に
､

一
そ
う
｢
天

か
ら
与
え
ら
れ
た
命
｣
が
何
ゆ
え

｢危
い
命
｣
な
の
か
-

解
決
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
ず
'
停
滞
し
た
ま
ま
で
あ

っ
た
が
'
地
名
研
究
の
中
で
'
天
草
版
の
根
拠
地
の
地
名
と
と
も
に

一
挙
に
解
け

た
｡
奇
遇
と
言
う
べ
き
で
あ
る
｡

筆
者
が
､
こ
こ
数
年
来
､

一
貫
し
て
課
題
に
し
て
き
た
の
は
､
自
然
地
名
と
り

わ
け
水
の
作
用
が
か
か
わ
る

｢崖
～
平
地

(侵
食
～
堆
積
)｣
の
名
の
解
明
で
あ

っ

た
｡

一
例
を
あ
げ
れ
ば

｢
タ
コ
･
サ
カ
｣
な
ど
で
あ
り
､
郷
土

｢
秋
田
｣
の
ア
キ

も
こ
れ
ら
と
同
じ
-
両
様
の
場
合
が
あ
っ
て
'
自
然
地
名
と
い
う
も
の
が
極
め
て

密
接
に
か
か
わ
り
合
っ
て
体
系
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
｡
こ
れ
ら
は
､
互

に
類
似
し
た
自
然
の
実
態
を
と
ら
え
'
若
干
の
表
現
差
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る

の
で
あ
る
｡

今
回
と
り
あ
げ
る
ア
マ
は
'
こ
の
地
名
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
ご
-
初
期
に

｢
サ
カ

(大
阪
な
ど
)｣
を
と
り
あ
げ
た
と
き
､
淀
川
河
口
に
近
-
類
似
地
相
の
｢
ア
マ
が

さ
き

(尼
崎
)｣
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
､
更
に
大
阪
府
の

中
に
ア
マ
ミ

･
ア
マ
カ
や
､
単
独
の
ア
マ
ま
で
あ
る
の
を
知
っ
て
､
体
系
的
に
と

り
あ
げ
る
べ
き
地
名
だ
と
気
づ
い
た
も
の
で
あ
る
｡

井

上

章

国
語
辞
書
で
ア
マ
を
み
る
と
､
大
別
し
て

｢
天
･
尼

･
海
人

(漁
師
)
･
甘
｣
な

ど
が
示
さ
れ
る
｡
天
は
崇
拝
の
対
象
と
し
て
､
尼
は
女
憎
の
意
､
海
人
は
漁
業
従

事
者

(男
女
)
の
称
､
廿
は
食
味
の
代
表
と
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
広
-
日
本
人
の
生

活
に
浸
透
し
た
語
で
あ
る
｡

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
､
今
問
題
に
し
た
い
地
名
の
ア
マ
は
上
記
の
よ
う
に
宛
漢

字
さ
れ
る
い
ず
れ
か
に
､

一
元
的
に
該
当
す
る
の
か
-

こ
こ
で
は

1
々
反
論
す

る
こ
と
を
略
す
が
､
ア
マ
地
名
の
宛
字
は
､

一
往
す
べ
て
疑

っ
て
か
か
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
本
論
文
で
は
､
漢
字
表
記
は
第
二
義
的
に
参
照
す
る
こ
と
は

あ
る
に
し
て
も
､
根
本
的
に
は
音
声
で
考
え
る

(
こ
れ
は
既
に
タ
コ
･
サ
カ

･
ア

キ
な
ど
で
も
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
)0

本

論

第

〓
早

ア
マ
地
名
考

前
記
の
よ
う
に
宛
漢
字
さ
れ
､
そ
れ
ぞ
れ
に
解
さ
れ
て
い
る
ア
マ
の
本
質
的
な

意
味
は
何
な
の
だ
ろ
う
｡
解
明
の
方
法
は
既
に
ア
キ
に
つ
い
て
行
っ
た
よ
う
に
ア

マ
地
名
の
代
表
的
な
も
の
を
網
羅
L
t
語
構
成
を
分
析
し
て
中
心
的
な
意
味
と
請

形
と
を
と
ら
え
て
行
く
と
い
う
方
針
で
臨
む
こ
と
と
す
る
｡

第

一
節

ア
マ
系
地
名
と
関
連
地
名
-
そ
の
範
囲
-

筆
者
は
､
地
名
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
ご
-
初
期
に
お
い
て
､
サ
カ
地
名

(大
阪

･
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酒
田
な
ど
)
･
タ
コ
地
名

(
田
子
･連
子
な
ど
)
を
研
究
し
て
い
る
う
ち
に
'
そ
れ

ぞ
れ
多
少
の
音
声
的

･
意
味
的
相
違
が
あ
り
な
が
ら
､
な
お
全
体
的
に
は
相
関
連

す
る
地
名
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
｡
そ
れ
以
後
'
あ
る
課
題
語
を
と
ら
え
た
と

き
､
同

一
体
系
に
ま
と
ま
る
で
あ
ろ
う
語
形
を
予
想
し
'
仮
説
を
立
て
'
そ
れ
ら

を
実
証
的
に
調
査
し
て
仮
説
を
確
認
す
る
方
法
を
と
っ
て
き
た
｡

本
稿
で
は
'
そ
の
方
法
を
正
面
に
出
し
て
述
べ
て
行
こ
う
と
思
う
｡
標
題
の
と

お
り
課
題
語
は
ア
マ
で
あ
る
が
､
ま
ず
､
ア
マ
と
同

一
体
系
に
属
す
べ
き
語
を
見

出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

第

一
項

ア
マ
に
対
応
す
る
語
形

ご
-
常
識
的
な
こ
と
と
し
て
､
古
代

｢
ア
メ
-
･ア
マ
-
｣
二
つ
の
形
が
あ
り
'

慣
習
的
に
ど
ち
ら
か
に
固
定
し
て
い
る
も
の
､
ま
た
両
形
使

っ
て
不
自
然
を
感
じ

な
い
も
の
が
あ
る
｡
こ
れ
は
ア
マ
･
ア
メ
と
語
形
は
異
っ
て
も
大
体
同
意
と
言
っ

て
よ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

一
方
に
固
定
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
は
､

天
の
御
中
主
神

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
-

天
地

ア
メ
ツ
チ

天
照
大
神

ア
マ
テ
ル
･
ア
マ
テ
ラ
ス

天
の
川

ア
マ
ノ
ガ
ワ

両
方
用
い
て
い
る
も
の

天
の
岩
戸

天
の
御
門

天
の
安
河

天
の
沼
琴

ア
マ
ノ
-

･
ア
メ
ノ
-

こ
れ
ら
に
つ
い
て
Ⅲ
ア
メ
は
古
形

･
ア
マ
は
新
形
'
㈲
必
ず
し
も
新
古
の
別
で

は
な
い
｡
㈲
語
尾
ア
段

(
ア
マ
)
は
'
エ
段

(ア
メ
)
よ
り
名
詞
と
し
て
落
つ
い

た
形
｡
な

ど､
種
々
に
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
意
味
的
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
'
音

声
的
に
対
応
し
て
い
る
例
で
あ
る
と
言
え
る
｡

ア
マ
･
ア
メ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
対
応
が
あ
れ
ば
､
同
じ
マ
行
の
も
の
は
同

趣
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
院

政

)

さ
て
'
こ
-
い
-
音
声
と
意
味
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
既

に

平

安

時

代
､
｢音
通

説
｣
と
し
て
国
語
古
典

･
歌
語
等
の
解
釈
に
適
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
(1
)0

国
語
の
意
味
･文
法
上
の
活
用
な
ど
､
大
雑
把
な
目
安
と
し
て
は
妥
当
な
の
で
､

こ
れ
に
準
拠
し
て
求
め
て
行
-

(便
宜
上
､
宛
漢
字
を
つ
け
る
)
と
､

ア
マ

天

･
尼

･
安
満

･
阿
万

･
海
人

･
廿
な
ど

ア
ミ

網

･
阿
弥

･
阿
美

･
阿
見
な
ど

ア
ム

阿
武

･
虻

ア
メ

天

･
雨

ア
モ

な
ど
が
浮
上
し
て
-
る
｡

次
に
'
マ
行
と
バ
行
の
対
応
に
よ
る
も
の
が
と
り
あ
げ
ら
れ
､

ア
バ

阿
波

･
安
波

ア
ビ

我
孫
子

･
網
引

ア
ブ

阿
武

(阿
武
隈
)
･
虻

･
阿
部

･
油

ア
ベ

阿
部

･
安
部

･
阿
倍

･
安
倍

ア
ポ

阿
母

･
安
房

以
上
の
ア
マ
系
ア
バ
系
で
､
最
も
密
接
に
関
連
す
る
の
は
｢
阿
武
｣
で
あ
ろ
う
｡

こ
れ
は
古
書
ア
ム
､
後
に
ア
ブ
｡
｢
虻
｣
も
同
じ
で
あ
る
(2
=
｡

武
1
早
-
日
本
に
定
着
し
た
呉
音
が
ム

(従

っ
て
平
仮
名

｢
む
｣
の
字
母
と

な
る
)｡

虻
1
記
紀

･
万
葉
で

｢
阿
牟
｣｡

な
お
'
こ
の
バ
行
に
対
応
す
る
清
音
と
し
て
'
宣
長
が
指
摘
し
た
よ
う
に

｢
ア

ハ
｣
と
の
対
応
も
考
え
ら
れ
る

(淡
路
島
南
端
部
の
低
地
に

｢
阿
万
｣
あ
-
)0
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第
二
項

ア
マ
系
地
名
の
分
析

次
に
ア
マ
系
地
名
を
分
析
し
て
示
す
が
､
方
法
は
前
回
ア
キ
系
地
名
で
行
っ
た

の
に
準
じ
て
､
｢単
独
形
｣
｢熟
語
形
｣
に
分
け
､
実
際
例
で
記
し
て
ゆ
-
｡
た
だ

し
､
表
記
の
漢
字
は
便
宜
上
､
通
用
の
も
の
で
示
す
｡
も
ち
ろ
ん
別
表
記
の
例
が

あ

っ
た
り
､
そ
の
宛
て
方
に
問
題
が
あ
る
も
の
が
多
い
が
'
今
は
拘
泥
し
な
い
こ

一暴

と
に
す
る
｡
最
も
顕
著
な
の
が
例
の
｢
好

字
表
記
｣
で
あ
る
(3
)0

a
､
単
独

(
ノ

･
ガ
を
介
し
て
名
詞
が
下
接
す
る
も
の
を
含
む
)
の
ア
マ

ア
マ
安
満

(大
阪
府
高
槻
市
)

阿
万

(兵
庫
県
南
淡
町
)

ア
マ
ガ
サ
カ
尼
ケ
坂

(愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
)

ア
マ
ガ
サ
キ
尼
崎

(兵
庫
県
尼
崎
市
)

ア
マ
ガ
セ
天
ヶ
瀬

(京
都
府
宇
治
市
｡
奈
良
県
吉
野
郡
)

ア
マ
ガ
タ
ケ
天
ケ
岳

(京
都
府
京
都
市
左
京
区
)

ア
マ
ガ
ツ
ジ
尼
辻

(奈
良
市
西
の
京
)

ア
マ
ノ
ハ
シ
ダ
テ
天
橋
立

(京
都
府
宮
津
市
)

b
､
名
詞
が
直
接
に
続
-
も
の

ア
マ
カ
ワ
天
川

(大
阪
府
高
槻
市
｡
兵
庫
県
姫
路
市
､
南
淡
町
｡
佐
賀
県

東
松
浦
郡
｡
茨
城
県
土
浦
市
)

ア
マ
サ
キ
尼
崎

(三
重
県
南
勢
町
)

ア
マ
ゼ
尼
瀬

(新
潟
県
出
雲
崎
町
)

ア
マ
セ
ガ
ワ
天
瀬
川

(秋
田
県
琴
丘
町
)

ア
マ
ダ
グ
ン
天
田
郡

(京
都
府
丹
後
)

ア
マ
タ
ン
マ
天
田
島

(山
口
県
熊
毛
郡
)

ア
マ
ダ
-
ウ
ゲ
天
田
峠

(富
山
県
～
石
川
県
)

ア
マ
ダ
甘
田

(石
川
県
羽
咋
郡
)

ア
マ
ダ
ニ
天
谷

(兵
庫
県
出
石
郡
)

ア
マ
ヂ
甘
地

(兵
庫
県
市
川
市
)

〃

安
満
地

(高
知
県
幡
多
郡
)

ア
マ

ツ
天
津

(千
葉
県
安
房
郡
｡
福
井
市
清
水
｡
鳥
取
県
西
伯
郡
｡
大
分

県
宇
佐
市
)

ア
マ
ツ
ラ
天
面

(千
葉
県
安
房
郡
)

ア
マ
-
ガ
ワ
天
戸
川

(福
島
県
福
島
市
)

ア
マ
ナ
天
名

(三
重
県
鈴
鹿
市
)

ア
マ
ヌ
マ
天
沼

(宮
城
県
仙
台
市
｡
埼
玉
県
大
宮
市
｡
東
京
郡
杉
並
区
)

ア
マ
ノ
天
野

(新
潟
県
新
潟
市
｡
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
｡
)

ア
マ
ノ
ガ
ワ
天
野
川

(滋
賀
県
近
江
町
｡
大
阪
府
枚
方
市
)

ア
マ
ノ
ヤ
マ
天
野
山

(岩
手
県
下
閉
伊
郡
)

語
尾
的

(体
系
的
)
な
形
が
後
接
し
た
も
の

ァ
マ
(
(=
㍗

=
㌍

=
㌍

∩

㌍

=
¥

は
該
当
地
条

見

ア
マ
カ
有
真
香

(大
阪
府
岸
和
田
市
)

ア
マ
キ
天
城

(岡
山
県
倉
敷
市
)

ア
マ
ギ

〃

(鹿
児
島
県
徳
之
島
)

ア
マ
ギ
サ
ン
天
城
山

(静
岡
県
伊
豆
)

〃

-
ウ
ゲ
天
城
峠

(
〃

･
〃
)

〃

〃

尼
釆
峠

(
福

井

県

～

京

都
府
)

ア
マ

グ
甘
久

(佐
賀
県
武
雄
市
)

ア
マ
コ
尼
子

(宮
城
県
栗
原
郡
)

-
マ
テ
尼
子
町

(福
島
県
い
わ
き
市
)

ア
マ
ゴ
尼
子

(滋
賀
県
犬
上
郡
)

ア
マ
コ
天
子

(栃
木
県
芳
賀
郡
)

ア
マ

(-

ハ
･
(-
ヒ
)
･
-
フ

･
(-

へ
)
･
(-
ホ
)

ア
マ
ハ
天
羽

(千
葉
県
富
津
町
)

ア

マ

フ

天

生

(-
峠
)
(岐
阜
県
吉
城
郡
)
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d

(ア
マ
ヒ
ー
地
名
と
し
て
は
未
見
で
あ
る
が
､
あ
り
得
る
も
の
と
す
る
｡

後
述
の

｢
木
の
花
の
ア
マ
ヒ
｣
考
-
参
照
)

ア
マ

{-
マ
･
-
,I,
･
(～
ム
)
･
(
-
メ
)
･
(-

モ
)

ア
マ
マ
天
間

ア
マ
ミ
奄
美

〃

天
美

〃

天
見

(大
分
県
別
府
市
)

(鹿
児
島
県
奄
美
諸
島
)

(大
阪
府
松
原
市
)

(

〃

河
内
長
野
市
)

(ア

マ
メ
の

存

在
の

可
能
性
は
高
い
が
未
見
)

ア
マ

{
(1
ラ
)
･
-
リ

･
-
ル
･
(-
レ
)

(1
ロ
)

ア
マ
リ
エ
余
江

ア
マ
リ
コ
余
子

ア
マ
リ
メ
余
目

ア
マ
ル
メ
余
目

ア
マ
ル
べ
余
部

(佐
賀
県
神
崎

郡
)

(鳥
取
県
境
港
)

(秋
田
県
仙
北
郡
)

(山
形
県
東
田
川
郡
)

(兵
庫
県
城
崎
郡
)

ア
マ

-
タ

･
(-
チ
)
･
…
ツ

･
(-
チ
)

-
ダ

･
(-
チ
)
･
(-
ヅ
)
･
(
1
デ
)

-
ー

(1
ド
)

重
出
し
た
例
が

多
い

ア
マ
ダ
天
田
峠

(富
山
県
～
石
川
県
)

ア
マ
タ
ン
マ
天
田
島

(山
口
県
熊
毛
郡
)

ア
マ
ダ
グ
ン
天
田
郡

(京
都
府
丹
後
)

ア
マ
ダ
甘
田

(
石
川
県
羽
咋
郡
)

ア
マ
ヂ
甘
地

(兵
庫
県
市
川
市
)

〃

安
満
地

(高
知
県
幡
多
郡
)

ア
マ
ツ
天
津

(千
葉
県
安
房
郡
)

ア
マ
ヅ
天
津

(京
都
府
福
知
山
市
)

ア
マ
-
ガ
ワ
天
戸
川

(福
島
県
福
島
市
)

･王

述

そ
の
他

(動
詞
の
後
接
1
ア

マ

ロ

)

ア
マ
ヂ
尼
出

(愛
知
県
海

部
郡
)

土
地
が
新
し
い
成
立
の
場
合
､
動
詞
と
組
ん
だ
地
名
が
あ
る
｡
例
､
坂
出

(秤
)

サ
カ
イ
デ

･
砂
押
ス
ナ
オ
シ

･

忍

坂

オ
ッ
サ
カ
な
ど
｡

第
二
節

ア
マ
地
名
代
表
例

紙
数
上
の
制
約
も
あ
る
の
で
､
前
節
に
挙
げ
た
も
の
の
う
ち
代
表
例
に
つ
い
て

観
察
し
､
ア
マ
と
は
何
ぞ
に
迫
る
こ
と
に
す
る
｡

a
t
安
満
ア
マ

(大
阪
府
高
槻
市
)
(4
)

こ
こ
を
重
視
す
る
理
由
に
添

っ
て

述
べ
る
｡

1
㌧
ア
マ
単
独
の
地
名
で
あ
る
こ
と
(も
っ
と
も
､
そ
れ
さ
え
窮
極
的
に
は
｢
ア
+

マ
｣
に
分
析
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
)｡
熟
語
地
名
は
そ
の
コ
ン
ビ
に
意
義
が

あ
り

(今
記
し
た
天
沼
･尼
出
な
ど
)､
単
独
の
場
合
は
そ
の
も
の
を
端
的
に

示
す
点
に
意
義
が
あ
る
｡

2
､
暴
れ
川
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
｡
北
摂
山
地

･
高
槻
丘
陵
が
永
年
に
わ

た
り
侵
食
さ
れ
開
析
さ
れ
た
所
で
あ
る
｡
櫓
尾
川
の
作
っ
た
扇
状
地
が
あ
り
､

そ
の
平
野
部
は
天
井
川
と
な
り
､
淀
川
の
流
れ
と
の
関
係
で
氾
濫
が
ひ
ど
か

っ
た
｡
最
下
流
部
は
流
路
の
変
遷
を
示
す
網
状
の
派
流
が
残

っ
て
い
る
｡

3
'
侵
食
と
堆
積
と
の
総
合
で
あ
る
こ
と
｡
こ
の
安
満
は
'
侵
食
を
受
け
る
側

の

｢安
満
山
｣
と
堆
積
さ
れ
る
側
の
低
地

｢
天
川
町
｣
と
の
連
続
し
た
全
体

で
あ
る
｡
筆
者
が

｢
坂
サ
カ
｣
な
ど
に
つ
い
て

｢
山
地

･
傾
斜
地
な
ど
被
侵

食
地
を
表
す
地
名
が
､
そ
の
ま
ま
下
流
の
低
平
地

･
被
堆
積
地
を
表
す
名
に

な
っ
て
い
る
例
｣
と
述
べ
た
(5
)こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
｡

4
'
山
と
川
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
｡
こ
の
川
の
上
流
部
は
棺
尾
川
だ

が
､
安
満
地
内
で
天
川
ア
マ
カ
ワ
に
な
る
｡
下
流
部
の
地
名
は
当
然
新
し
い

が
､
地
相
を
総
合
的
に
見
る
た
め
に
は
有
用
で
あ
る
｡

5
'
断
層
に
か
か
る
こ
と
｡
有
馬
-
高
槻
構
造
線
に
当
-
'
高
度
不
連
続

･
断

層
崖
を
含
み
､
こ
の
部
分
の
櫓
尾
川
は
傾
斜
が
強
-
侵
食
が
激
し
い
｡

6
㌧
古
代
遺
跡
が
あ
る
こ
と
｡
上
流
の
｢安
満
山
古
墳
群
｣
､
下
流
扇
状
地
外
辺
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の

｢安
満
遺
跡
｣
な
ど
が
あ
り
､
後
者
は
主
と
し
て
弥
生
期
に
属
す
る
大
農

業
集
落
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
'
縄
文
晩
期
か
ら
続
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
｡
古
代
人
の
継
続
的
生
活
地
盤
の
地
名
は
確
度
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
(6
)0

当
地
の
安
満
神
社

(磐
手
杜
神
社
)
の
粥
占
神
事
な
ど
､
稲
作
に
関
わ

る
歴
史
を
示
す
｡

b
､
有
真
香

(中
世
に
は
天
下
と
も
記
す
)
ア
マ
カ

(大
阪
府
岸
和
田
市
)
(
7

)
｡

重

視
の
理
由
を
記
す
｡

1
㌧
語
構
成
上
重
要
な
形
な
の
に
稀
例
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
右
の
ア
マ
に
語
尾

性
の
形
式
体
言
カ

(所
の
意
と
も
'
様
態
と
も
)
が
つ
い
た
も
の
｡

日
本
書
紀

･
延
書
式
に
記
載
あ
り
､
ア
マ
カ
の
範
囲
に
問
題
が
残
る
が
'

ア
マ
ガ
タ
キ

現
在
の
｢阿
間

河

滝

町
｣
辺
ま
で
'
か
な
り
広
-
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
｡

2
､
こ
こ
を
流
れ
る
津
田
川
流
域
に

｢
北
阪
町

･
土
生
滝
町

･
八
田
町

･
流
木

町

･
土
生
町

･
八
坂
町

･
藤
井
町

･
沼
町
｣
と
､
崖
坂
地
名

･
洪
水
堆
積
な

ど
水
系
地
名
が
並
び
'
総
合
性
が
あ
る
｡

3
'
山
地
部
に
入
る
と
谷
は
深
-
侵
食
し
て
t
か
つ
曲
流
も
あ
り
'
地
形
が
複

雑
で
あ
る
｡

4
､
当
地
は
三
本
の
断
層
に
囲
ま
れ
て
､
そ
れ
ぞ
れ
外
方
向
が
低
下
し
て
い
る
0

そ
れ
ら
は
境
曲

･
急
斜

･
崖
の
相
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
(8
)｡

C
'
天
城
･
甘
木
ア
マ
ギ

(ギ
は
清
音
の
場
合
も
あ
る
)
(静
岡
県
伊
豆
･
福
岡
県

甘
木
市

･
鹿
児
島
県
奄
美
徳
之
島
)(9
)

･
∴
､

1
'
遠
隔
地
に
同
名
が
あ
る
｡
た

だ

語
源
的
に
は
'
奄
美
の
天
城

は

｢
雨
気
｣

説
､
福
岡
の
甘
木
は
領
主
の
姓
か
ら
と
の
説
､
伊
豆
の
天
城
は
木
甘
茶
を
産

す
る
故
な
ど
の
説
が
あ
る
が
､
総
合
的
視
点
に
立
て
ば
認
め
難
い
｡

2
'
山

･
峠
な
ど
を
含
ん
だ
代
表
地
名
で
あ
る
こ
と
｡
伊
豆
の
天
城
に
つ
い
て

言
う
と
'

一
番
高
い

｢
万
三
郎
岳
｣
を

｢
天
城
山
｣
と
言
う
外
､
半
島
中
那

東
側
の
諸
山
の
総
称
と
し
て
言
い
､
ま
た
山
に
限
ら
ず

一
帯
の
代
表
名
と
L
～

そ
の
中
に

｢
天
城
峠
｣
も
あ
る
｡

3
､
地
質

･
地
形
に
特
色
あ
り
｡
こ
れ
も
伊
豆
の
天
城
に
つ
い
て
言
う
と
､
こ

こ
は
僅
か
三
千
年
前
ま
で
続
い
た
長
期
間
に
わ
た
る
火
山
活
動
の
結
果
､
成

層
火
山
と
言
わ
れ
地
質
が
複
雑
で
あ
る
｡
山
体
は
唆
し
-
､
岩
石
は
柱
状
節

理
を
な
し
､
崖

･
崩
落
地
が
多
い
｡

特
に
万
三
郎
岳
東
南
側
は
小
さ
い
な
が
ら
断
層
が
あ
り
'
そ
れ
に
沿
っ
て

大
き
な
侵
食
に
よ
る
開
析
谷
が
切
り
込
ん
で
い
る
｡

4
､
多
雨
で
あ
る
こ
と
｡
こ
の
点
､
伊
豆
も
徳
之
島
も

一
致
し
て
い
る
｡
こ
の

多
雨
が
天
城
の
侵
食
地
形
成
立
に
大
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
｡

な
お
､
雨
ア
メ
と
岩
石
の
崩
壊
の
ア
マ
と
は
'
そ
の
物
質
と
し
て
の
差
'

出
自
の
相
違
は
あ

っ
て
も
'
深
い
と
こ
ろ
で
結
び
つ
い
て
い
る
で
あ
ろ
う

(ア
キ
は
落
葉
と
岩
石
の
剥
落
崩
壊
と
飽
と
で
結
び
つ
い
て
い
る
)(10
)0

5
､
崩
壊

･
剥
落

･
侵
食

･
堆
積
の
名
が
混
在
す
る
こ
と
｡
こ
れ
は
奄
美
徳
之

島
に
つ
い
て
言
う
と
､
天
城
山
が
奄
美

(後
述
)
に
あ
り
､
ま
た
ア
キ
地
名

も
あ
る
｡
更
に
徳
-
ク
も
そ
う
い
う
地
形
を
流
れ
る
水
音
(ll
)で
あ
ろ
う
｡
な

お
伊
豆
長
岡
町
に
は

｢
天
野
ア
マ
ノ
｣
あ
り
'
こ
れ
は
堆
積
｡

6
､
熊
本
県
御
船
町
に
も

｢
甘
木
｣
あ
り
､
こ
こ
は
二
本
の
断
層
に
挟
ま
れ
た

断
層
凹
地
が
顕
著
で
あ
る
｡

d
､
天
生
ア
マ
フ

(現
代
音
ア
モ
ー
)
(岐
阜
県
吉
城
郡
河
合
村
)(Sj).

1
㌧
動
詞
性
の
顕
著
な
語
尾
形
を
も
つ
｡
も
っ
と
も
､
｢
活
用
｣
と
認
め
る
に
は

な
お
懸
隔
が
あ
る
が
､
ハ
行
四
段
的
で
あ
る
｡
ア
段
音
の
後
に
フ
が
つ
い
て

安
定
し
た
名
詞
形
の
よ
う
で
あ
る
｡

2
､
峻
岨
な
峠
と
湿
原
の
組
合
わ
せ
｡
峠
道
の
開
設
は
江
戸
後
期
か
と
さ
れ
る

が
'
こ
の
地
名
の
古
き
は
問
題
な
か
ろ
う
｡
極
め
て
峻
岨
な
峠
道
で
あ
-
､

か
つ
頂
上
近
-
に
高
層
湿
原
あ
り
､
ア
マ
の
二
大
特
徴

(峻

･
水
系
)
が
共

存
し
て
い
る
｡
こ
の
点
'
地
名
は
天
田
ア
マ
ダ
で
も
同
じ
特
徴
を
も
つ

(富

山
県
～
石
川
県
の
天
田
峠
､
京
都
府
丹
後
地
方
の
天
田
ア
マ
ダ
も
共
通
)0
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3
､
地
質

･
活
断
層

･
地
崩
れ
地
名
の
集
合
｡
河
合
と
白
川
を
結
ぶ
峠
越
え
道

に
沿

っ
て
､
角
川

･
羽
根

･
月
ヶ
瀬

･
天
生

･
萩
町
な
ど
､
地
崩
れ
や
崖
な

ど
に
か
か
わ
る
地
名
が
集
中
し
て
い
る
｡

こ
こ
の
地
質
は
｢
天
生
花
商
岩
｣
と
し
て
特
色
あ
る
も
の
｡
大
体
'
粗
粒
･

明
色
で
方
向
性
に
乏
し
い
と
さ
れ
る
｡

更
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
'
こ
の
天
生
を
含
む
東
北
東
～
西
南
西
方
向
の

約
七
〇
キ
ロ
メ
I
-
ル
は
'
ほ
ぼ
直
線
状
の
跡
津
川
活
断
層

(活
動
度
A
ラ

ン
ク
(ほ
))
に
あ
た
り
､
前
記
の
五
地
名
は
'
ほ
ぼ
こ
の
断
層
に
属
し
て
い
る
｡

実
は
､
2
､
に
付
記
し
た
天
田
峠

(富
山
～
石
川
)
も
石
動
断
層
線
の
鞍
部

に
当
る
｡
こ
う
い
-

一
致
は
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

な
お
天
生
は
泉
鏡
花
の

『高
野
聖
』
に
地
相
が
よ
-
表
現
さ
れ
て
い
る
｡

e
､
天
間
ア
マ
マ

(大
分
県
別
府
市

)

(=
)

1
､
場
所
を
表
す
マ

(山
ヤ
マ
･浜

ハ
マ
･
隈
ク
マ
な
ど
)
が
つ
い
た
形
｡
実

は
ア
マ
自
体
が
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
､
そ
れ
が
固
定
化
し
た
た
め
に

更
に
マ
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
次
の
ア
マ
-
参
照
｡

2
'
深
い
侵
食
地
相
｡
伽
藍
山

(硫
黄
山
)
と
雛
戸
山
の
間
の
谷
間
を
源
流
と

す
る
津
房
川
上
流
に
発
達
し
た
小
平
地
で
あ
る
が
､
こ
の
川
と
戦
川
は
共
に

谷
が
深
-
'
営
農
に
は
困
難
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
｡

3
'
こ
こ
に
は
長
短
三
本
の
断
層
が
集
中
し
崖
地
を
な
し
て
い
る
｡

ア
'

イ
､

ウ
､

!
'
奄

美
･
天

見

･
天

美
-
い
ず
れ
も
ア
マ
ミ
｡
(
7
､
鹿
児
島
県
奄
美
諸
島
､
イ

大
阪
府
河
内
長
野
市
､
ウ
､
大
阪
府
松
原
市
)(t3
)ア
マ
ミ
に
つ
い
て
は
､
三
か
所

に
分
け
て
述
べ
る
｡

m

ア
'
奄
美
の
奄
は
字
音
｢
ア
ム
｣

で
､
母
音
を
つ
け
て
音
節
構
造
と
し
た
も
の
(男

信
ナ
マ
シ
ナ
に
当
る
)(16
)｡

奄
美
は
多
-
の
島
が
あ
り

一
概
に
は
言
え
な
い
が
､
大
島

･
加
計
呂
麻
島
は

海
岸
線
極
め
て
複
雑
で
あ
り
､
大
島

･
徳
之
島
は
山
を
侵
食
し
た
川
の
流
れ
の

曲
折
が
多
い
｡
カ
ケ
ロ
マ
は

｢欠
ケ
ー
ロ
･
間
｣
で
あ
る
こ
と
ほ
ぼ
間
違
い
な

-
'
自
然
の
地
形

･
地
質
を
根
底
に
し
た
地
名
で
あ
ろ
う

(奄
美
に
動
詞
性
語

尾
地
名
が
多
い
よ
う
で
あ
る
)0

総
称
と
し
て
の
奄
美
を
見
る
た
め
に
､
代
表
的
な
島
の
地
形
を
見
る
と
'
海

岸
の
切
り
立
っ
た
海
食
崖
が
顕
著
で
あ
る
｡
そ
の
他
カ
ル
ス
-
地
形
･鍾
乳
洞
'

リ
ア
ス
式
海
岸
な
ど
､
全
体
に
起
伏
の
多
い
複
雑
地
形
で
あ
る
｡

更
に
類
似
地
名
が
共
存
す
る
｡
即
ち
'
沖
永
良
部
島
に

｢余
多
川
ア
マ
タ
ガ

(港
)

ワ
｣
が
あ
り
､
下
流
部
で
､
か
つ
て
ラ

グ

ー

ン
で
あ
っ
た
所
を
海
岸
に
並
行
し

て
西
流
し
た
後
､
5
-
6
m
の
滝
と
な
る
｡
1
度
地
下
流
と
な
っ
た
後
､
海
食

崖
の
中
か
ら
再
び
滝
と
な
っ
て
太
平
洋
に
注
ぐ
｡

ィ
､
の
天
兄
は

｢
阿
麻
美
許
曽
神
社
｣
に
ち
な
む
地
名
と
の
説
が
あ
る
が
､

一
般

的
に
は
反
対
で
地
名
が
先
で
あ
ろ
う
.
い
ず
れ
地
名
と
神
社
名
が

1
致
し
て
古

い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

こ
こ
は
大
阪

･
和
歌
山
の
県
境
の
和
泉
山
脈
を
越
え
橋
本

(高
野
山
詣
で
の

拠
点
)
に
至
る
峠
道
で
あ
る
｡
天
兄
は
峠
よ
り
少
し
下
で
あ
る
が
､
日
本
の
中

央
構
造
線
に

一
致
し
た
和
泉
山
脈
断
層
崖
(17
)に
類
似
す
る
｡
こ
こ
を
流
れ
る
天

見
川
の
支
流
に
加
賀
田
川

(崖
地

･
侵
食
地
名
-
後
述
)
あ
り
､
更
に
隣
接
し

て
天
野
あ
り
､
こ
の
加
賀
田
も
天
野
も
断
層
に

一
致
し
､
撞
曲

二
品
度
不
連
続

な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
所
で
あ
る
O
ア
マ
･
カ
ガ
(Sj)の
総
合
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
｡

ヨ
ケ

ヨ
ケ

ウ
t
の
天
美
は
大
和
川
と
乗

除

川

･西
除

川

(
こ
の
除
ヨ
ケ
は
流
路
の
曲
折
を
表

す
と
見
ら
れ
る
)
と
の
間
の
沖
積
平
野
｡
標
高
10
-
13
m
-
ら
い
に
過
ぎ
ず
､

中
世
に
は

｢安
満
見
｣
と
記
さ
れ
た
事
も
あ
る
｡
今
も
な
お
湿
地

･
沼
地
の
傍

を
濃
厚
に
残
し
て
い
る
｡
古
代
の

｢余
部
卿
｣
の
転
誰
と
い
う
説
が
あ
る
が
､

根
本
的
に
は
ア
マ
地
名
と
し
て
の
共
通
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
(
h
､
参
照
)
｡

g
､
尼
崎
ア
マ
ガ
サ
キ

(兵
庫
県
尼
崎
市
)(19
)0

低
平
地
の
ア
マ
の
代
表
と
し
て
と
り
あ
げ
る
｡
た
だ
'
古
記
錦
で
は

｢
海
人

崎
｣
｢
海
崎
｣
と
あ
っ
て
､

一
般
に

｢
海
士
の
住
む
崎
｣
の
意
と
考
え
ら
れ
て
い
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る
｡

一
方
､
定
家
の

『明
月
記
』
に

｢
納
言
大
物

･
尼
崎
等
名
字
異
様
也
-
｣

と
あ
る
の
が
初
見
と
さ
れ
る
｡
鎌
倉
期
の

『大
物
浜
･長
洲
浜
請
文
』
に
は

｢局

崎
浜
者
大
物
以
南
隔
河
'
久
安
以
後
新
出
地
也
｣
と
あ
り
､
平
安
期
に
長
洲

･

大
物

･
杭
瀬
浜
の
南
に
新
し
-
生
じ
た
洲
崎
を
尼
崎
と
称
し
た
と
思
わ
れ
る
｡

そ
の
後
'
開
発

･
領
有
等
に
か
か
わ
り
､
社
寺
の
関
与
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
'
こ
の
地
名
に

｢女
憎
=
尼
｣
は
全
-
無
関
係
で
あ
る
｡
漁
師
は
当
然
い
た

と
は
思
わ
れ
る
が
､
そ
れ
も
窮
極
的
地
名
語
源
か
疑
わ
し
い
｡

低
平
地
～
海
岸
近
-
の
ア
マ
に
注
意
す
べ
き
理
由
と
し
て
'

7
､
尼
(
ガ
)坂
(名
古
屋
市
北
区
〓
宮
城
県
遠
田
郡
-
大
平
野
部
で
'
進
水
地
･

氾
濫
原
が
あ
る
)
｢
サ
カ

･
坂
｣
の
名
で
平
地
に
あ
る
例
に
当
る
｡

ア
マ
デ

ア
マ

イ
'
尼

出

(愛
知
県
･海
部

郡
)
-
古
代
は
当
町
付
近
が
木
曽
川
河
口
に
当
り
､

そ
の
支
流
が
網
目
の
よ
う
に
流
れ
る
沼
沢
地
で
あ
っ
た
｡
洪
水
の
た
び
に
土

砂
が
堆
積
し
て
陸
地
が
で
き
た
所
｡
(同
地
名
は
姫
路
市
網
干
区
に
も
あ
る
)

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

ア
､
は
､
先
に
サ
カ
を
論
じ
た
と
き
に
'
低
平
地
～
海
岸
の
サ
カ
は
'
上
流

傾
斜
地
の
サ
カ
が
､
崩
壊

･
侵
食

･
運
搬

･
堆
積
と
い
う

一
連
の
水
の
作
用
の

結
果
'
同

一
名
で

(山
地
と
低
地
と
が
)
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
た

(阪
)

(従

っ
て
低
平
地
に

｢

坂

｣

と
い
う
名
が
あ
る
)
こ
と
の
一
例
で
あ
る
(20
)｡

イ
t
は
そ
の
低
平
地
の
ア
マ
が
堆
積
の
進
行
に
よ

っ
て
進
出
す
る
こ
と
を

｢出
｣
と
い
-
動
詞
で
表
し
た
例
で
あ
る

(前
述
)｡
よ
っ
て
､
ア
､
ィ
､
を
ま

と
め
る
と
､
平
地
の
ア
マ
と
サ
カ
が
現
実
的
に
近
似
す
る
こ
と
が
よ
-
わ
か
る
｡

低
平
地
～
海
岸
近
-
の
ア
マ
に
注
意
す
べ
き
も
う

一
つ
の
点
は
'
次
に
記
す

柏
原
佑
介
氏
た
ち
の
功
績
の
対
と
し
て
で
あ
る
｡
楠
原
氏
は

｢
日
本
に
崖
地
名

が
多
い
(そ
の
裏
づ
け
は
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
で
あ
る
)｣
こ
と
､
特
に
侵
食
に
よ

っ
て
上
流
の
地
名
が
下
流
の
堆
積
地
に
も
つ
い
て
い
る
事
を
指
摘
さ
れ
た
(21
)｡

筆
者
も
期
せ
ず
し
て
そ
こ
に
到
達
し
た
形
で
あ
る
｡
こ
の
点
に
敬
意
を
表
し
っ

つ
､
同
辞
典
の
各
項
を
見
る
と
､
そ
の
内
容
に
こ
の
観
点
が
十
分
反
映
し
て
い

る
と
は
思
わ
れ
ず
'
本
論
文
の
ア
マ
や
'
既
に
論
じ
た
サ
カ

･
タ
カ

･
ア
キ
(S3)

な
ど
が
'
そ
の
趣
旨
で
説
か
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
｡

h
､
余
部
ア
マ
ル
ベ

･
余
目
ア
マ
ル
メ
ー

自
然
地
名
を
と
り
あ
げ
て
き
た
筆
者

も
'
こ
れ
に
つ
い
て
は
法
制
的
な
面
を
最
小
限
は
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
と

い
う
の
は
､
こ
の
地
名
は
律
令
制
下
の
行
政
的
単
位
に
か
か
わ
る
名
だ
か
ら
で

あ
る
｡

一
般
に
は

｢村
落
は
五
十
戸
で

一
里

(那
)
を
原
則
と
す
る
が
､
残
余

が
十
戸
以
上
に
及
ぶ
と
新
に

一
里
を
立
て
た
｡
そ
れ
が
余
部
で
あ
る
｣
と
説
か

れ
て
い
る
が
'
残
余
の
分
を
ど
の
範
囲
か
ら
割
り
出
す
か
'
ま
た
そ
の
残
余
が

即

｢余
部
｣
で
あ
る
か

(
こ
の
点
が
地
名
に
か
か
わ
る
)
に
よ
っ
て
論
が
わ
か

れ
て
い
る
｡
次
に
ア
マ
ル
ベ
は
､
い
か
な
る
所
に
設
け
ら
れ
た
か
が
問
題
に
な

り
'
注
目
さ
れ
る
の
が
大
宝

･
養
老
の
両
令
の

｢
若
山
谷
阻
険
､
地
達
人
稀
之

処
-
｣
と
い
-
条
文
の
一
部
で
あ
る

(
こ
れ
が
特
に
自
然
地
名
に
か
か
わ
る
)0

詳
細
に
は
言
及
す
べ
き
立
場
で
は
な
い
の
で
'
当
面
の
自
然
地
名
と
の
か
か

わ
り
の
み
注
意
し
て
先
に
進
む
が
'
令
の
｢若
山
谷
阻
険
-
｣
に
注
目
し
た
｢大

EE
本
地
名
辞
書

(吉
田
東
吾
)｣
｢
郷
里
制
と
余
戸

(新
野
直
吉
博
士
)｣
の
説
に

は
多
-
の
教
示
を
得
た
｡

さ
て
､
こ
の
地
名
は
'
ア
マ
ル
ベ
を

一
ま
ず
中
心
語
形
と
し
て
も
､
ル
ー
リ

ベ
ー
メ
の
対
応
が
あ
り
'
特
に
本
州
西
半
に
ア
マ
ル
ベ

(余
部
)
が
､
東
半
に

ア

マ
ル
メ

(余
目
)
が
､
そ
れ
ぞ
れ
概
然
的
に
目
立
つ
｡

こ
の
地
名
を
と
り
あ
げ
る
に
当

っ
て

｢
和
名
抄
｣
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
(空
｡
本
辞
書
に
首
に
及
ぶ
記
載
が
あ
る
が
'
す
べ
て

｢
鈴
戸
｣
と
記
さ
れ

て
い
る
｡
こ
れ
は
ア
マ
ル
ベ
と
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
､
現
在
の
西
日
本
の

言
い
方
が
こ
れ
を
直
接
的
に
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
東
日
本
の

｢余

目
ア
マ
ル
メ
｣
は
も
っ
と
自
然
的
な
土
地
の
範
囲
を
指
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
0

地
相
に
つ
い
て
は
｢確
実
視
で
き
る
余
戸
の
分
布
を
み
る
と
､
郡
界
･海
岸
･

河
岸
･山
間
僻
地
に
偏
る
と
い
う
特
徴
(a;)(E3)｣
が
あ
り
､
概
し
て
言
え
ば
辺
都

な
未
利
用
地
だ
っ
た
所
か
と
思
わ
れ
る
｡
実
は
'
そ
こ
に

1
つ
の
問
題
が
あ
る
o
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ア
､
｢令
｣
に
よ
っ
て
立
村
し
た
所
を
余
戸
と
称
す
る
､
と
考
え
る
場
合
､
要
求

さ
れ
る
の
は
'
｢
そ
れ
以
前
は
○
○
と
呼
ん
だ
が
-
｣
ま
た
は
｢無
名
地
だ
っ

た
が
-
｣
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
が
'
困
難
な
問
題
で
あ
ろ
う
｡

ィ
､
こ
の
地
名
の
所
在
は
､
す
ぐ
前
に
も
引
用
し
て
記
し
た
が
'
筆
者
の
自
然

地
名
中
心
の
調
査
か
ら
言
え
る
こ
と
は
､
河
川
の
合
流
点

･
曲
流
の
内
側

･

河
口
な
ど
の
沖
積
地
に
当

っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
｡
分
村
し
た
少
戸
数
が
生

活
す
る
に
十
分
な
所
と
し
て
見
出
さ
れ
た
未
利
用
地
で
'
無
名
だ
っ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
｡

ウ
'
と
こ
ろ
が
'
同

一
地
相
を
あ
ら
わ
す
の
に
別
の
表
現
形

(
ア
マ
系
地
名
)

が
あ
る
｡
さ
ら
に
､
未
見
で
は
あ
る
が
､
音
声
対
応
上
の
｢あ
り
得
る
形
(

)｣

を
添
え
て
示
す
と
､

ア
マ
コ
･
ア
マ
ゴ

ア
マ
ベ

･
(
ア
マ
メ
)

ア
マ
リ
コ
･
ア
マ
リ
エ

ア
マ
ル
ベ
･
(ア
マ
リ
べ
)

ア
マ
ル
メ

･
(
ア
マ
リ
メ
)

-
リ

･
-
ル
語
尾
の
つ
か
な
い
形
が
古
形
の
は
ず
で
あ
り
'
窮
極
的
に
は

ア
マ
乃
至
ア
地
名
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
｡
ア
マ
に
つ
い
て
は
本
論
に
述
べ
る

と
お
り

(ア
地
名
は
割
愛
)0

エ
'
『風
土
記
』
に
も
参
考
す
べ
き
好
例
が
あ
り
､
特
に
記
載
が
整
備
さ
れ
て
い

る

｢出
雲
国
風
土
記
｣
(意
字
郡
)
で
あ
る
点
に
意
義
が
あ
ろ
う
｡

即
ち
､
い
わ
ゆ
る

｢国
引
き
｣
伝
承
で

(八
束
水
臣
津
野
A叩は
)

出

雲

国

を

広

-

し
た
い
と
探
し
求
め
た
ら
'
｢国
の
余
り
あ
り
｣
と
て

(見

つ
け
て
)､
対
岸
の
土
地
に
綱
を
か
け
て
引
き
寄
せ
結
び
つ
け
た
-
そ
の
綱

が
弓
が
浜
で
あ
る
｡

と
い
う
島
根
半
島
と
弓
が
浜
半
島
と
の
成
立
を
語
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
弓

が
浜
に
今

｢
ア
マ
リ
コ

(余
子
)
村
｣
が
あ
る
｡
こ
れ
は

｢
ア
マ
リ
ベ
ノ
リ

(余
戸
里
)｣
と
呼
ば
れ
た

(伯
著
国
風
土
記
逸
文
)
所
か
と
思
わ
れ
'
ル
と

り
と
の
対
応
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡

ま
た
佐
賀
県
吉
野
が
里
の
下
流
10
血
ほ
ど
に

｢
ア
マ
リ
エ

(余
り
江
)｣
あ

り
'
こ
こ
は
古
代
有
明
海
が
深
-
陸
地
に
入
り
込
ん
で
い
て
'
水
潰
し
に
な

る
事
も
多
か
っ
た
沖
積
地
で
あ
る
(gio

オ
'
以
上
に
よ
っ
て
令
制
に
よ
る
ア
マ
ル
ベ

(
ア
マ
ル
メ
)
の
語
形
以
外
に
ア

マ
リ
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
ーと
は
確
実
で
あ
り
'
そ
れ
ら
の
元
に
単
独
の
ア

マ
地
名
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

次
い
で
ア
マ
ル
ベ

･
ア
マ
ル
メ
の
代
表
的
な
所
を
説
明
し
て
お
-
0

川

兵
庫
県
城
崎
郡
余
部
ア
マ
ル
ベ
(ES)-

久
斗
山
北
麓
の
海
岸
に
あ
り
'
東

西
か
ら
崎
が
狭
ま
る
中
を
長
谷
川
が
北
に
流
れ
出
る
｡
そ
こ
は
深
い
谷
で
あ

り
､
橋
脚
の
高
さ
四

一
･
五
m
の
鉄
橋
が
か
か
っ
て
い
る
の
も
'
こ
の
地
形

を
物
語
る
｡
明
治
二
十
二
年
に
は
全
戸
被
災
の
水
害
が
あ
っ
た
｡

榔

山
形
県
余
目
町
ア
マ
ル
メ
(空
-

和
名
抄
に
出
羽
郡
余
戸
郷
と
あ
る
の

に
当
る
と
さ
れ
る
｡
最
上
川
の
南
で
京
田
川
以
北
に
あ
り
'
鎌
倉
期
荘
園
名

と
し
て
は

｢
海
辺
荘
ア
マ
ベ
ノ
シ
ョ
ウ
｣
と
言
わ
れ
た
｡
地
名
辞
書
(g3)に
よ

る
と
､

出

羽
郡
の
井
上
郷
ま
た
は
河
辺
郷
の
域
内
に

『余
部
ア
マ
リ
べ

(余
目
と

も
)』
が
分
置
さ
れ
て
い
た
が
'
中
世
に
至
り
南
郷
を
含
む
広
い
地
域
を
余

部
と
称
し
た
｡

の
よ
-
な
意
に
解
説
し
て
い
る
｡

潮

既
述
し
た
サ
カ
地
名
と
の
関
係
で
補
記
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
｡
こ
の
余
目

の
下
流
に
隣
接
す
る
の
が
サ
カ
タ

(酒
田
-
宛
字
は
数
種
あ
り
｡
た
だ
､
い

ず
れ
も
宛
字
で
あ
る
)
で
あ
り
'
こ
こ
が
沖
積
に
よ
っ
て
土
地
を
形
成
す
る

の
と
'
余
目
と
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
｡
サ
カ
と
ア
マ
が
自
然
地
名
上
ほ

ぼ
同
義
に
近
い
例
で
あ
る
｡

㈱

上
述
の
如
-
､
ま
ず
ア
マ
と
い
う
地
名
が
あ
り
､
ラ
行
語
尾
-

リ

･
-
ル
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が
付
い
て
地
名
が
構
成
さ
れ
て
い
る
｡

一
般
の
動
詞

｢余
る
｣
そ
の
も
の
で

は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
'
そ
の
語
源
に
非
常
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
へ
動
詞
の
語
幹
は
形
容
詞
語
幹
と
ち
が
っ
て

｢単
独

･
独
立
の

用
法
｣
は
な
い
と
さ
れ
る
｡
し
か
る
に

｢余
る
｣
か
ら
見
れ
ば
､
上
述
の
よ

う
に
考
え
る
以
上
､
語
幹
の
独
立
用
法
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
も
と

は
動
詞

･
形
容
詞
の
語
幹
に
兼
用
な
の
だ
と
考
え
る
べ
き
か
｡

第
三
節

ア
マ
地
名
の
総
括

ま
だ
述
べ
た
い
事
は
多
-
､
特
に
ア
マ
系
と
言
っ
て
ア
ミ

･
ア
ム
､
そ
れ
に
ア

バ

･
ア
ビ
と
の
対
応
関
連
に
注
意
す
べ
き
事
を
言
い
な
が
ら
果
し
て
な
い
｡
し
か

し
規
定
の
紙
数
を
超
え
そ
う
な
の
で
､
別
の
機
会
に
譲
ら
ぬ
ば
な
ら
な
い
｡

そ
こ
で
､
こ
れ
ら
割
愛
し
た
形
を
も
あ
る
程
度
と
り
入
れ
て

一
往
の
総
括
を
し

て
お
き
た
い
｡

1
､
ア
マ
地
名
は
､
山
や
峠
に
当
る
点
が
目
立
つ
｡

一
口
に
は
高
い
所
と
も
言
え

よ
う
が
､
問
題
な
の
は
｢
ど
の
よ
う
に
-
高
い
｣
の
か
､
な
の
で
あ
る
(30
)
(
2

以
下
に
述
べ
る
)｡
高
い
所
で
あ
る
か
ら
こ
そ
ア
マ
の
｢
天
｣
と
宛
字
さ
れ
る
例

の
最
大
特
性
は

｢
高
い

(尊
い
)
と
こ
ろ
｣
で
あ
る
｡

で
は
'
日
本
人
が
そ
う
い
う
所
を
何
に
よ
っ
て
体
験
し
た
か
｡
高
い
所
に
登

り
つ
め
れ
ば
山
頂

･
峠
で
あ
る
｡
こ
こ
に

｢
天
｣
を
も
示
す
ア
マ
地
名
が
目
立

つ
の
は
当
然
で
あ
ろ
う

(タ
カ
が
関
連
)0

2
､
ア
マ
地
名
は
､
軟
弱
地
に
当
る
点
が
目
立
つ
｡
低
湿
地
を
言
う
ア
マ
は
'
川

ぞ
い
･
海
ぞ
い
が
多
く

ほ
と
ん
ど
'
沼

･
砂
洲
な
ど
に
近
い

(サ
カ
が
結
び

つ
-
)0

ア
マ
地
名
の
全
国
的
分
布
は
ま
だ
調
査
し
て
い
な
い
が
､
明
ら
か
に
多
い
の

は
愛
知
県

二
尽
都
府

･
大
阪
府

･
兵
庫
県

･
佐
賀
県
な
ど
で
､
低
湿
地
に
つ
な

が
る
例
が
多
い
｡

3
､
ア
マ
地
名
は
､
侵
食
さ
れ
た
山
容

･
地
形
に
当
る
点
が
目
立
つ
｡
静
岡
県
伊

タ
カ

マ

豆
の
天
城
山
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
｡
外
に
は
､
奈
良
県
御
所
市
大
字
｢
高

天

(タ
カ
ア
マ
ー
タ
カ
マ
で
あ
ろ
う
)｣
も
､
高
天
彦
神
社
か
ら
見
る
と
金
剛
山
が

か
ぶ
き
っ
て
く
る
感
じ
で
あ
り
'
し
か
も
大
き
な
侵
食
谷
が
千
百
余
m
の
山
頂

ま
で
続
-
恐
し
い
感
じ
の
所
で
あ
る
｡

4
､
ア
マ
は
､
疎
で
あ
り
､
崩
壊
性
で
あ
る
｡
こ
の
点
で
音
声
が
対
応
す
る

｢
ア

ミ
網

･
ア
バ
曝
｣
に
通
じ
､
そ
の
性
状
か
ら

｢
ア
ブ
危
｣
に
通
ず
る
｡
更
に
崩

壊

･
剥
落
か
ら
既
述
の
ア
キ
も
類
似
す
る
(a
)0

既
述
し
た
地
名
の
中
で
､
タ
コ
糸
サ
カ
系
は
水

･
土
砂
の
擬
音
(E3)で
あ
っ
た

が
'
前
回
の
ア
キ
系
は
や
や
異
り
､
地
質
的
な
面
が
出
て
き
た
｡
今
回
の
ア
マ

に
至

っ
て
更
に
顕
著
に
な
っ
て
き
た
｡
特
に
山
地
の
ア
マ
が
断
層
に
重
な
る
場

合
が
多
い
こ
と
驚
-
ば
か
り
で
あ
る
｡

第
二
章

一
般
語
垂
の
ア
マ
と
の
関
係

第

1
節

味
覚
の
甘

(
ア
マ
･
ウ
マ
)

｢
甘
｣
は
味
覚
が
中
心
に
と
ら
れ
て
い
る
｡
人
間
生
活
に
と
っ
て
食
は
最
も
基

本
的

･
日
常
的
な
事
で
あ
り
､
甘
-
熟
し
た
実
を
食
し
'
穀
物
類
も
岨
噂
す
れ
ば

甘
味
が
出
る
こ
と
な
ど
､
古
代
人
も
よ
-
感
じ
と
っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
､
意
味

の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
､
果
実
は
'
は
じ
め
固
-
不
味
で
食
う
に
値
せ
ず
､
後
に
軟
か
-
甘
-
な

り
､
遂
に
は
崩
れ
る
｡
穀
物
は
粒
の
大
き
い
の
を
噛
み
砕
き
'
唾
液
を
ま
ぜ
て
軟

弱
に
し
て
ゆ
-
過
程
で
甘
-
な
る
｡
こ
の
事
を
考
え
れ
ば
､
ア
マ
は
'
大
き
な

一

つ
の
塊
を
'
ス
キ
間
の
多
い
細
片

(
ア
ミ
)
に
し
た
り
'
軟
弱
に
し
て
ゆ
-
と
い

う
物
理
的
な
過
程
に
伴
い
､
そ
れ
は
味
覚
以
前
と
は
言
わ
ず
と
も
並
行
し
て
い
る
｡

さ
れ
ば
､
｢
戸
障
子
の
建
つ
け
が
ア
マ
い
｣
｢ネ
ジ
締
め
が
ア
マ
い
｣
な
ど
現
在
い

う
の
が
思
い
当
る
｡
本
居
宣
長
が
｢
(
ア
マ
ヒ
)
は
不
堅
固
き
意
と
聞
え
て
-
廿
と

同
言
な
り
｣
と
言
っ
た
の
は
至
言
で
あ
り
､
い
さ
さ
か
強
引
を
敢
て
す
れ
ば
'
古

い
言
語

(用
法
)
が
地
名
に
残

っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
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な
お
'
廿
の
字
は
ア
マ
と
読
む

T
方
ウ
マ
と
も
よ
む
.
｢
ウ
マ
し
｣も
右
に
述
べ

た

｢
赤
熟
軟
化
｣
に
通
じ
る
意
を
含
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
か
｡

形
容
詞
と
動
詞
と
の
間
に
は
､
語
尾
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
転
換
で
き
る
部
分

が
あ
る
｡
四
段
活
用
の
動
詞
は
､
そ
の
未
然
形
相
当
の
語
形
に
形
容
詞
活
用
語
尾

を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
容
詞
に
転
ず
る
｡

歎
-

款
か
+
し

歎
か
し

悩
む

悩
ま
+
し

悩
ま
し

騒
ぐ

騒
が
+
し

騒
が
し

そ
こ
で
､
あ
る
形
容
詞
の
語
幹
末
尾
音
が
ア
段
だ
っ
た
ら
､
そ
れ
を
未
然
形
と

す
る
四
段
活
用
動
詞
か
ら
転
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
調
べ
て
み
る
｡

喜
ば
し

喜
ば
+
し

喜
ぶ

勇
ま
し

勇
ま
十
し

勇
む

思
は
し

恩
は
+
し

思
ふ

こ
の
方
法
で

｢う
ま
し
｣
を
み
る
と

う
ま
し

う
ま
+
し

う
む

(
マ
行
四
段
)

【ヽノ

と
な
り
'
直
ち
に

｢熟
む
｣
が
見
出
さ
れ
る
｡
即
ち
果
実
な
ど
の

｢
熟
む
｣
こ
と

は
､
ま
さ
に
｢
硬
-
軟

(最
後
は
崩
)｣
の
過
程
で
あ
る
｡
こ
れ
は
先
に
｢
ア
マ
し
｣

に
つ
い
て
｢果
物
が
軟
-
な
-
｣
｢穀
物
を
噛
み
砕
き
､
細
片
に
し
､
-
ず
す
｣
と

ア
マ
-
な
る
と
考
え
た
こ
と
と

一
致
す
る
｡

た
だ
'
｢う
ま
し
｣
と

｢
あ
ま
し
｣
と
は
'
形
容
詞
と
し
て
の
活
用
型
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
般
に
は

｢あ
ま
し
･あ
ま
い
｣
｢-
ま
-
･う
ま
し
｣
の
と
お
り

｢
ク
活
用
型
｣

で
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
先
に

｢
動
詞
か
ら
転
成
し
た
形
容
詞
｣
と
し
て
あ
げ
た
も
の

は

｢
シ
ク
活
用
型
｣
で
､
｢
熟
ま
し
｣
と
考
え
た
も
の
も
､
こ
の
型
に
な
る
べ
き
で

あ
る
o

l

般
に
素
朴
な
基
本
的
な
も
の
は

｢
ク
活
用
｣
､
抽
象
的
･二
次
的
な
も
の
な
ど

は

｢
シ
ク
活
用
｣
が
多
い
と
さ
れ
'
時
代
的
に
も
上
代
は
シ
ク
活
用
型
が
少
な
い

と
も
言
わ
れ
る
｡

つヽ
ま

と
こ
ろ
で
､
こ
の

｢美
味
し
｣
は
､
上
代
か
ら
'

↑つ
ま

飯
食
め
ど
味
母
-
も
あ
ら
ず

(万

･
16

二
二
八
五
七
)

う
ま
か
ら
ず
と
も

一
口
参
ら
む

(字
津
保

･
藤
原
の
君
)

の
よ
う
に

｢
ク
活
用
｣
の
一
方
､
中
世
に
､

(誰
子
ヲ
殺
シ
食
ッ
テ
)
｢
『う
ま
し
き
』
と
言
い
け
る
者
ど
も
-
｣
(宇
治
拾

遺

･
四

･
七
)

｢
シ
ク
活
用
型
｣
が
あ
る
｡
ま
た
'
上
代
に

｢
シ
ク
活
用
｣
で

｢
可
怜
干
麻
師
小
浜
｣

･つ
ま
し

｢
可
美
葦
牙
彦
勇
神
｣
な
ど
抽
象
的
な
例
が
あ
り
､
こ
れ
ら
の
背
後
に
こ
の

(
/ク
活
)

｢熟
ま

し

｣

が
あ
っ
た
の
か
と
考
え
て
み
た
｡

第
二
節

｢
木
の
花
の
ア
マ
ヒ
｣
考

先
に
ア
マ
の
代
表
的
な
意
と
し
て

｢
天

･
尼

･
海
人

･
甘
｣
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
引
き
､
か
つ
｢
ア
マ
の
命
｣
は
こ
と
ば
と
し
て
は
｢
天
命
の
訓
読
み
か
-
｣

と
言
わ
れ
な
が
ら
意
味
的
に
は

｢危
い
命

･
は
か
な
い
命
｣
が
合
い
'
岨
酷
す
る

こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
｡

さ
て
'
｢
ア
マ
の
命
｣
を
調
べ
る
と
'
諸
辞
書
や
注
に
､
記
･紀
に
あ
る
次
の
棉

話
と
そ
の
解
釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
｡

書
記
で
は
'
こ
こ
ギ
の
尊
の
求
婚
に
応
じ
､
大
山
祇
神
は
娘
の
木
花
開
耶
姫
(妹
)

に
磐
長
姫

(柿
)
を
添
え
て
奉
進
し
た
｡
し
か
し
こ
こ
ギ
の
尊
は
美
し
い
妹
の
み

召
し
た
｡
姉
は
'

た
と
ひ
天
孫
､
妾
を
斥
け
た
ま
は
ず
し
て
御
さ
ま
し
か
ば
､
生
め
ら
む
児
は

と
き
は
か
ち
は

あ
ま
ひ

とば
に
ま
た
か

寿
永
-
し
て

磐

石

の

有

如

に

常

存

ら

ま
し
｡
今
既
に
然
ら
ず
し
て
'
唯
弟

あ
ま
ひ

を
の
み
独
見
御
せ
-
｡
放
'
其
の
生
む
ら
む
児
は
'
必
ず
木
の
花
の

如

に

'

移
落
ち
な
む
｡

と
言
っ
た
と
あ
る

(
日
本
書
紀
､
神
代
下
'
第
九
段
'

1
書
第
二
)｡
よ
み
は
日
本

古
典
文
学
大
系

(岩
波
)
に
よ
る
｡

10
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次
に
古
事
記
で
は
､
妹
の
名
が
木
花
之
佐
久
夜
毘
責
'
姉
の
名
が
石
長
比
責
｡

こ
こ
ギ
の
尊
が
妹
の
み
召
し
て
姉
を
返
し
た
点
は
同
じ
｡
父
大
山
津
見
神
は

｢姉

に
長
寿
を
､
妹
に
花
の
栄
を
雪

奉

っ
た
の
に
妹
の
み
召
し
た
か
ら
'

天
神
の
御
子
の
御
寿
は
､
-
木
花
の
阿
摩
比
能
徴

(此
五
字
以
音
)
坐
し
な
む
｣

と
申
し
給
ひ
き
｡
(古
事
記
上
巻
)

と
い
う
の
で
あ
る
｡
記
の
訓
注
に
よ
り
ア
マ
ヒ

(下
の
ノ
ミ
は
助
詞
)
の
よ
み
は

動
か
な
い
｡
さ
て
'
こ
の
意
味
は
'
本
居
宣
長
が
｢
(書
記
と
相
照
し
て
考
え
る
と
)

も
ろ

は
か
な

阿
摩
比
は
､
脆
-
可
堅
固
き
意
と
聞
え
て
-
廿
と
同
言
な
り
｣
と
述
べ
て
い
る
(古

事
記
伝
'
巻
十
六
㌧
神
代
十
四
之
巻
)
の
は
､
ま
こ
と
に
高
い
見
識
と
い
う
べ
き

で
あ
る
｡
彼
は
こ
こ
の
意
味
を
正
確
に
解
し
て
い
る
の
に
､
逆
に
現
代
は

｢
こ
の

意
不
詳
｣
と
す
る
向
き
が
あ
る
(E3)o
宣
長
は
語
尾
の
比
を
説
明
せ
ず
､
考
え
た
結

果
だ
け
述
べ
た
の
で
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

語
尾
の
比
は
､
前
述
し
た
よ
う
に
動
詞
的
語
尾
で
'
こ
の
場
合
連
用
形
相
当
の

体
言
用
法
に
当
ろ
う
｡
活
用
と
し
て
証
す
る
に
は
至
ら
な
い
が
､
｢
天
羽
ア
マ
ハ
･

天
生
ア
マ
フ
｣
は
そ
れ
ぞ
れ
未
然
形

･
終
止
形
に
相
当
す
る
形
で
'
い
ず
れ
も
体

言
資
格
で
あ
る
｡

古
事
記
本
文
は

｢
ア
マ
と
い
-
状
態

(
ニ
ナ
ル
)｣
ほ
ど
の
意
で
'

御
子
の
御
寿
は
木
の
花
の
は
か
な
さ
ぽ
っ
か
り

(チ
)
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し

ょ
､つ

-
ら
い

の

意
味
に
な
る
｡
記

･
紀
の
本
文
を
並
べ
て
表
現
の
相
違
を
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
す
る
と
､

(妹
だ
け
召
し
た
か
ら
)

木
の
花
の
ア
マ
ヒ
の
み
坐
し
な
む

-
記

(姉
も

一
緒
に
召
し
た
ら
ば
)
磐
石
の

有
如

常
存
む

1

紀

の
よ
う
に
'
記
は
主
語
の
動
作

･
状
態
を
具
体
的
に

(
ア
マ
ヒ
の
み
)
述

べ
た
の

で

｢
如
｣
に
よ
る
比
倫
が
不
要
な
の
で
あ
り
'
妃
は
動
作

･
状
態
を
具
体
的
に
逮

べ
る
代
り
に

｢有
如
｣
で
比
職
表
現
し
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
､
た
だ
比
喰
し
た

だ
け
で
は
な
-
'
｢磐
石
の
有
如
'
常
存
む
｣
と
言
っ
て
い
る
か
ら
'
｢磐
石
が
常

で
あ
る
よ
う
に

(御
寿
は
永
か
ら
ん
)｣
と
堅
固
･恒
常
の
意
で
あ
る
事
は
明
白
で

あ
る
｡

し
か
る
に
紀
の
訓
に
当
っ
て
当
該
箇
所
の
記
の
文
が
ア
マ
ヒ
で
あ
る
か
ら
と
言

っ
て
機
械
的
に
適
用
し
た
の
は
軽
率
で
あ
っ
た
｡
ど
だ
い
記
と
紀
と
で
は
こ
の
箇

所
'
前
提
表
現
が

(妹
だ
け
召
し
た
か
ら
)
(姉
も

一
緒
に
召
し
た
ら
ば
)
と
裏
腹

な
の
で
あ
る
｡
こ
う
い
う
点
に
注
意
し
な
か
っ
た
訓
で
あ
る
か
ら
､
こ
の
ま
ま
よ

め
ば

｢磐
石
の
脆
さ
に
｣
と
言
い

｢
脆
さ
に
常
存
む
｣
と
言
う
二
重
に
矛
盾
し
た

結
果
に
な
る
の
で
あ
る
｡

も
ち
ろ
ん
現
代
の
注
釈
で
も
'
こ
の
点
に
つ
い
て
の
配
慮
は
見
ら
れ
､
書
紀
の

｢有
如

･
如
｣
を

｢
ア
マ
ヒ
｣
と
訓
む
べ
き
根
拠
は
不
明
'
と
説
明
は
な
さ
れ
て

い
る
(a;)o
根
拠
不
明
よ
り
誤
で
あ
る
｡
ま
ず
宣
長
の
説
を
よ
-
理
解
す
べ
き
で
あ

あ

ご
と
(く
)

ご
と
(-
)

り
､
｢磐
石
の
有

る
が
如

｣

｢
木
の
花
の

如

｣

と
よ
む
べ
き
で
あ
る
｡

第
三
節

｢
ア
マ
の
命
｣
考

こ
こ
に
お
い
て
'
小
論
の
序
に
の
べ
た
｢
天
草
版
伊
曽
保
物
語
｣
に
お
け
る
｢
ア

マ
の
命
を
助
か
っ
て
｣
は
､
も
は
や
解
け
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
'
な
お
若
千

の
補
説
が
必
要
で
あ
ろ
う
｡

本
文
は
イ
ソ
ッ
プ
物
語
中
の
有
名
な
話
で
あ
る
(聖
｡

小
鼠
が
､
知
ら
ず
に
､
眠

っ
て
い
る
獅
子
王
の
身
体
に
跳
び
上
っ
て
し
ま
い
'
王
に
と
ら
え
ら
れ
る
｡
し
か

も

｢
か
の
鼠
を
掴
う
で
宙
に
差
し
上
げ
｣
と
あ
る
か
ら
に
は
､
鼠
の
命
は
風
前
の

灯
で
あ
る
｡
し
か
し
鼠
の
一
世

一
代
の
謝
罪
釈
明
が
通
じ
て
獅
子
王
は
鼠
を
放
免

し
た
｡
そ
れ
で
鼠
は
｢
ア
マ
の
命
を
助
か
っ
て
-
｣
､
後
に
は
逆
に
､
昂
に
か
か
っ

た
獅
子
王
を
助
け
る
の
で
あ
る
｡

ア
プ
ナ

こ
の
イ
ソ
ポ
物
語
と
合
本
さ
れ
た

｢言
葉
の
和
ら
げ
｣
-
難
語
解
-
に
｢

危

い

命
｣
と
注
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
イ
ソ
ポ
と
時
代
が
近
-
口
語
資
料
と
し
て
比
較

さ
れ
る
狂
言
に
も

(大
蔵
虎
寛
本
)
(
ル
ビ
筆
者
)

(山山家
)

(
ろ
う
)

○

な

う

な
う

恐
L
や
/
＼
､
あ
ま
の
命
を
ひ
ら

ふ

た
｡
(悪
坊
)
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○
な
う
な
う
う
れ
し
や
-
＼
｡
某
は
う
ろ
た
へ
た
｡
ま
だ
死
(な
)
ぬ
物
を
｡
あ

(ろ
う
)

ま
の
命
を
ひ
ら

ふ

た
｡
(空
腕
)

な
ど
あ
り
(A
).
い
ず
れ
も

｢危
い
命
｣
が
当
る
.

さ
て
ア
マ
は
､
構
築
物
で
言
え
ば
､
カ
マ
ド
の
上
の
煙
の
か
か
る
所

(網
状
の

棚
を
設
け
て
あ
る
の
が
普
通
)
や
､
農
家
な
ど
の
屋
根
裏

(天
井
裏
が
ス
ノ
コ
や

垂
木
で
粗
雑
に
張
っ
て
あ
る
所
)
の
意
で
あ
る
｡

こ
れ
は
既
に
辞
書
に
説
か
れ
て
い
る
(37
)が
'
受
け
と
る
に
際
し
､
天
ア
マ
に
引

か
れ
て

｢
高
い
所
｣
の
意
に
引
き
つ
け
ら
れ
勝
ち
の
よ
う
で
あ
る
｡
地
名
の
ア
マ

で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
､
意
味
の
中
心
は
疎
で
あ
り
､
脆
で
あ
り
､
危
で
あ
る
｡

テ
ン

テ
ン

従
っ
て

｢
ア
マ
の
命
｣
を

｢高
所

･
尊
所
と
し
て
の

天

｣

に
結
び
つ
け
て
｢
天

メイ
命
｣
の
訓
よ
み
と
説
い
た

(
『和
訓
莱
』
説
と
い
う
が
疑
あ
り
)
の
は
当
ら
ず
､
宣

アマ

長
の
｢
脆

｣

と
い
う
解
が
正
し
い
｡

キ
リ
シ
タ
ン
も
の
の
イ
ソ
ポ
物
語
が
出
た
と
こ
ろ
で
'
そ
の
根
拠
地

｢
天
草
｣

に
ふ
れ
る
｡
天
草
は
上
島

･
下
島
に
分
か
れ
る
が
'
い
ず
れ
も
山
が
多
-
､
海
岸

も
平
地
は
少
い
｡
特
に
天
草
町
の
辺
は
海
岸
が
切
り
立
っ
て
い
て
'
そ
こ
に
妙
見

捕

(山
に
山
を
重
ね
た
形
に
想
像
さ
れ
て
い
る
悌
教
の
世
界
構
造

｢
須
禰
山
｣
に

な
ぞ
ら
え
た
も
の
)
あ
り
､
総
じ
て

｢
天
草
灘
｣
と
呼
ば
れ
る
｡
断
崖

･
奇
岩
の

岩
浜
で
あ
り
､
ア
マ
の
特
徴
が
よ
-
あ
ら
わ
れ
て
い
る

(
ク
サ
に
つ
い
て
は
未
考

で
あ
る
が
､
や
は
り
不
整
地
の
称
の
場
合
で
あ
ろ
う
)｡
禁
制
を
避
け
て
活
動
す
る

に
は
､
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
'
こ
う
い
う
所
が
却
っ
て
好
都
合
だ
っ
た
か
｡

テ
ン

｢
ア
マ
の
命
｣
は
､
ア
マ
に
は

天

の
意
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
'
天
を
た
と
A

ば
天
帝
･神
の
よ
う
に
有
難
-
受
け
と
っ
て
'
｢
授
か
っ
た
尊
い
命
｣
の
よ
う
に
考

え
る
と
合
わ
な
い
の
で
あ
る
｡
ア
マ
の
'
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ー
な
意
を
考
慮
し
な
か

っ
た
所
が
問
題
な
の
で
あ
っ
た
｡

第
三
章

｢
天
の
香
具
山
｣
考

奈
良
県
橿
原
を
中
心
と
し
た
大
和
平
野
に
'
有
名
な
大
和
三
山
が
あ
っ
て
､
万

葉
集
中
に
も
鮮
明
天
皇
の
国
見
の
歌
､
持
統
天
皇
の
初
夏
の
叙
景
歌
､
中
大
兄
王

の
三
山
妻
争
い
の
歌
な
ど
あ
っ
て
古
来
親
し
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
領
国
の
讃
美

に
せ
よ
､
三
山
を
男
女
に
見
立
て
る
に
し
て
も
､
解
釈
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
山

か
正
確
に
知
る
必
要
が
あ
り
､
そ
の
キ
イ
ボ
イ
ン
I
に
な
る
の
が
｢
天
の
香
具
山
｣

で
あ
る
｡

ま
ず
､
表
記
と
よ
み
で
'
も
う
特
に
問
題
は
な
い
事
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
0

漢
字
表
記
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
'
｢
天
の
｣
を
略
し
て
記
す
と

｢香
具
山
･香

釆
山
･
香
久
山
･
香
山
･
高
山
｣
な
ど
あ
り
､
中
心
は

｢香
･
高
｣
で
あ
る
｡
｢
香
｣

旦ハ

漢

は
日
本
で
の
字
音

｢
キ
ヤ

ウ

･カ
ウ

｣
で
あ
る
が
､
も
と

確
韻
尾
音
で
あ
る
O
｢
具
｣

は
呉
音
グ

(漢
音
ク
)｡
｢
久
｣
は
異
音
ク

(漢
音
キ
ユ
ウ
)｡
｢釆
｣
は
訓
仮
名
で
､

ク
｡
こ
れ
ら
の
組
合
わ
せ
で
カ
グ
山
･カ
ク
山
は
ま
ず
問
題
な
い
｡
｢高
｣
は
字
普

カ
ウ
で
は
あ
る
が
､
も
と
a｡
韻
で
喝
で
は
な
い
｡
従
っ
て

｢
高
山
｣
で
は

｢
カ
グ

山

･
カ
ク
山
｣
と
よ
め
な
い
が
､
内
容

･
前
後
か
ら

｢
香
具
山
｣
を
さ
し
て
い
る

こ
と
は
疑
な
い
｡
カ
グ
か
カ
タ
か
は
､
清
濁
の
対
応
で
意
味
的
に
は
ど
ち
ら
も
通

ず
る
が
'
書
紀
の
訓
注
に

｢
香
山
､
此
云
介
通
夜
摩
｣
と
あ
-
'

一
般
に
も
カ
グ

山
で
通

っ
て
い
る
｡

た
だ
､
こ
の
山
に
は
､
漢
字
表
記
は
同
じ

｢
天
香
山
｣
な
が
ら
カ
ゴ
山
と
よ
ん

マ
カ
ゴ

で
い
る
例
が
あ
る

(三
代
実
録
)O
ま
た

｢
(天
の
)
真

鹿

児

矢
｣
-
地
上
国
平
定

に
遺
し
た
矢

(書
紀

･
神
代
下

･
九
段

二

書
の
第

二

-
が
あ
る
｡
大
型
獣
狩

猟
用
と
か
'
鹿
を
と
る
た
め
の
矢
と
い
う
が
､
実
は
鉄
が
鋸
歯
状
の
矢
(空
で
､
別

ハ
ハ
ヤ

ハ
ハ
ヤ

カ
ク
ヤ

名

｢
天
の
羽
羽
矢

(妃
)'
-
渡

波

矢

(記
)'
-
加

久

突

(記
)｣
で
あ
る
｡
カ
ゴ
･

ハ
ハ
･
カ
ク
い
ず
れ
も
'
地
名
の
と
き
崖
を
い
う
か
ら
鉄
の
ギ
ザ
ギ
ザ
を
言
う
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
｡

第

一
節

カ
ク
地
名
の
対
応
形

カ
グ
山

･
カ
ゴ
山

･
カ
ゴ
矢
を
足
場
に
し
て
'
筆
者
が
考
え
て
い
る
自
然
地
名

体
系
に
沿
っ
て
論
を
進
め
る
｡
こ
の
体
系
と
い
う
の
は
先
に
サ
カ

･
タ
コ
な
ど
に
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Akita University



つ
い
て
行
な

っ
た
よ
う
に

サ
ー

-
カ

･
-
ガ

ー
キ

･
-
ギ

ー
ク

･
I

グ

ー
ケ

･
I
ゲ

I
コ
･
-
ゴ

タ
ー

-
カ

･
-
グ

ー
キ

･
-
ギ

ー

ク

･
-
グ

ー
ケ
･
-
ゲ

ー
コ
･
-
ゴ

を

一
連
の
対
応
す

る
語
と

し
て
見
る
こ
と
で
あ
る
｡

も
ち
ろ
ん
現
実
的
に
例
の
見
当
ら
ぬ
形
も
混
じ
て
い
る
が
､
可
能
性
の
あ
る

形
と
し
て
仮
説
を
立
て
る
の
で
あ
る
｡

で
は
カ
グ
は
､

カ
ー

-
カ

･
-
ガ

ー
キ

･
-
キ

ー
ク

･
-
グ

ー
ケ

･
-
ゲ

ー
コ
･
-
ゴ

が

一
つ
の
ま
と
ま
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
｡

個
々
に
は
多
少
の
意
味
差
が
あ
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
､

大
づ
か
み
に
言

っ
て
崖

･
凹
凸

･
曲
折
-
そ
れ
を
作
る
こ
と
の
意
.

さ
て
'
こ
の
予
想
さ
れ
た
形
の
中
で
､
現
実
に
例
の
あ
る
も
の
を
'
通
用
の
漢

義

字
表
記
の
ま
ま
に
記
す

(例
の

佳

字
意
識
の
例
あ
-
､
そ
の
ま
ま
の
意
味
に
は
解

す
べ
き
で
な
い
)0

カ
カ

否
々
･
加
賀

･
各
(務
)

カ
ガ

カ
キ

柿

･
欠

カ
ク

角

･
賀
来

カ
ケ

掛

･
欠

カ
コ

加
古

な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
り
､

カ
ギ

カ
グ

カ
ゲ

カ
ゴ

こ
の
中
に
は
既
に

加
賀

･
利

･
鏡

鍵
(香
久
山
)

影鹿
児

･
寵

｢
崖
崩
れ

(
こ
の
ガ
ケ
と
い
う
語

自
体
が
'
こ
の
体
系
の
語
頭
濁
音
例
で
あ
ろ
-
)
地
形
｣
と
説
か
れ
て
い
る
も
の

(柿
)'
字
義
ど
お
り
で
わ
か
る
も
の

(欠

･
鍵
な
ど
)
も
あ
る
｡

第
二
節

加
賀
と
鹿
児
島
と

一
方
'
村
里
な
ど
の
よ
う
な
小
さ
い
所
の
名
で
な
-
大
藩
や
県
の
名
と
な

っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
｡

ア
'
加
賀
国
(g;)

古
-

｢
加
賀
郡
｣
と
さ
れ
て
い
た
の
が
'
立
国
に
よ

っ
て

｢加
賀
国
｣
と
な
る
｡

国
府
所
在
地
は

｢能
美

(野
美
)
で
あ
る
の
に
､
加
賀
の
方
が
佳
字
に
当
る
と
し

て
国
名
に
な

っ
た
と
い
う
｡
現
在
の
石
川
県
南
半
に
あ
た
る
｡

当
地
の
自
然
地
理
的
特
色
は
'
東
-
南
を
二
千
m
級
の
山
々
が
遮
り

(東
南
端

が
有
名
な
白
山
)'
手
取
川
が
北
西
方
向
に
流
れ
､
日
本
海
に
向
か
-

一
大
傾
斜
地

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡

代
表
河
川
の
手
取
川
は
白
山
よ
り
出
て
諸
川
を
集
め
､
日
本
有
数
の
大
扇
状
地

を
形
成
し
て
い
る
が
､
そ
の
流
域
は
崩
壊
し
や
す
い
砂
岩

･
硬
岩

･
頁
岩
を
含
み
､

そ
れ
ら
を
侵
食
し
っ
つ
氾
濫
す
る
暴
れ
川
で
有
名
だ
っ
た
｡
現
在
の
県
名
｢
石
川
｣

も
､
こ
の
川
の
特
質
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
｡

さ
て
手
取
川
の
中
流
に
は
'
両
岸
の
高
さ
が

20
-30
m
の

｢
手
取
峡
谷
｣
が
あ

る
｡
急
流
が
侵
食
し
た
景
勝
地
で
あ
る
｡
こ
の

よ
うに
深
-
刻
ま
れ
た
急
峻
で
変

化
の
多
い
加
越
山
地
ば
か
り
で
な
-
､
海
岸
に
も
岩
石
崖
の
部
分
が
あ
り
'
総
じ

て
加
賀
の
国
は
カ
ツ
カ
ツ
し
た
､
ガ
ガ
と
し
た
所
で
あ
る
O
語
源
的
に
は
擬
能
芸
和

と
見
ら
れ
る
｡

各
地
に
同
名
の
町
な
ど
あ
り
､
加
賀
藩
関
係
の
所
領
な
ど
に
結
び
つ
け
て
説
か

れ
る
事
が
多
い
が
､
ま
ず
地
形
を
見
た
い
｡
東
京
都
新
宿
区
市
谷
加
賀
町
'
同
板

橋
区
加
賀
町
な
ど
､
い
ず
れ
も
坂
崖
地
で
あ
る
｡
そ
れ
に
伴

っ
て
赤
土
の
露
出
も

目
立
ち
'
根
橋
区
の
加
賀
町
は
特
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ

っ
た
｡

ィ
､
鹿
児
島
(40
)
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こ
の
地
名
の
語
根
に
当
る
カ
ゴ
は
'
鹿
寵
と
記
さ
れ
て
薩
摩
半
島
南
西
部
に
あ

る
が
'
蔵
多
山

(北
)､
国
見
岳

(東
)､
草
野
岳

(南
)
に
囲
ま
れ
､
南
西
部
は

海
に
つ
な
が
り
'
海
中
に
立
神
岩
が
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
山
が
ち
な
地
形
が
ま
ず

注
目
さ
れ
る
｡

ま
た
､
古
代
の
鹿
児
島
郡
は
､
薩
摩
半
島
北
部

(東
が
鹿
児
島
港
)
で
あ
り
'

桜
島
が
カ
ゴ
島
だ
と
の
説
も
あ
る
｡

さ
て
､
古
い
国
名
は
薩
摩
国
で
あ
る
が
'
こ
の
名
義
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ず
､

ま
た
鹿
児
島
と
の
意
味
の
比
較
も
で
き
な
い
｡
そ
れ
故
､
カ
ゴ
島
は
､
そ
れ
自
体

で
考
え
ね
ば
な
ら
ず
､
そ
の
と
き
前
記
の
鹿
寵
が
貴
重
な
例
と
な
る
｡

鹿
児
島
の
自
然
地
理
的
な
特
色
は
'
第

一
に
火
山
性
の
地
形
で
あ
る
こ
と
｡
古

い
地
層
は
多
-
花
尚
岩
で
あ
-
つ
い
で
安
山
岩
等
で
あ
る
｡
次
に
古
い
の
は
阿

多

･
姶
良
等
の
火
山
か
ら
噴
出
し
た
シ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
所
で
'
鹿
児
島
県
の
六

割
は
こ
れ
に
当
る
｡

最
も
大
事
な
の
は
'
こ
の
シ
ラ
ス
が
堆
積
し
て
か
ら
数
万
年
を
経
過
し
'
堆
積

当
時
の
傍
は
ご
-
少
な
い
ほ
ど
侵
食
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
侵
食
シ

ラ
ス
が
多
い
結
果
'
低
地

･
台
地
が
交
錯
し
､
坂
が
多
い
の
が
特
色
と
な

っ
た
｡

鹿
寵
も
そ
う
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
o

T
口
に
言
え
ば
､
急
傾
斜
や
凹
凸
が
多
い
と

い
う
事
で
あ
る
｡

そ
-
し
て
み
る
と
､
表
記
は
違

っ
て
も
埼
玉
県
篭
原

･
東
京
都
文
京
区
能
町
な

ど
､
い
ず
れ
も
坂
崖
地
名
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

第
三
節

天
の
香
具
山
は
侵
食
山

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
､
筆
者
は

｢
天
の
香
具
山
｣
を
侵
食
を
あ
ら
わ
し
た
山
名
と

見
る
の
で
あ
る
が
､
若
干
の
補
説
を
試
る
｡

1
'
大
和
三
山
の
山
容
の
違
い
は
既
に
説
か
れ
て
い
る
が
､
｢
香
具
山
は
山
容
が
穏

や
か
(S
)｣
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
済
ま
さ
れ
て
い
る
の
は
'
重
大
な
問
題
が
あ
る
O

畝
傍
山

･
耳
成
山
は
火
山
で
'
大
和
の
地
か
ら

(横
か
ら
)
見
る
と
ほ
ぼ
三
角

形
で
あ
る
｡
畝
傍
は
高
-
雄
々
し
-
､
耳
成
は
愛
ら
し
い
｡
こ
れ
が
､
大
き
さ
･

形
か
ら
の
ご
-
普
通
な
感
覚
で
あ
ろ
う
｡
因
み
に
高
さ
は
畝
傍

一
九
九
･
二
m
､

耳
成

一
三
九

･
七
m
｡

香
具
山
は
火
山

で
は
な
く

東
南
方
に
続
-
龍
門
山
の
末
端
が
侵
食
さ
れ
て

残

っ
た
残
丘
で
あ
る
｡
平
地
か
ら

(横
か
ら
)
見
れ
ば
傾
斜
の
ゆ
る
い
横
型
で

あ
る
｡
こ
の
丸
味
を
も
と
に

｢
山
容
穏
や
か
｣
と
言
う
の
で
あ
る
ら
し
い
｡
因

み
に
高
さ
は
､

一
五
二
m
で
あ
る
｡

見
方
を
変
え
て
､
ま
ず
地
図
上
で
平
面
形
'
等
高
線
の
間
隔
か
ら
､
山
の
形

を
描
い
て
み
る
｡

ま
ず
耳
成
は
､
平
面
は
ほ
ぼ
円
で
あ
り
'
谷
も
な
い
か
ら
渦
巻
状
の
道
が
あ

り
'
頂
上
近
-
ま
で
車
さ
え
登
れ
る
平
易
な
山
で
あ
る
｡
次
に
畝
傍
は
稜
線
の

傾
斜
に
変
化
が
あ
り
'
南
北
方
向
か
ら
見
た
と
き
明
瞭
で
あ
る

(例
､
北
方
の

八
木
駅
か
ら
見
る
と
烏
帽
子
を
傾
け
た
よ
う
に
も
見
え
る
)｡
平
面
的
に
は
西
方

に

1
つ
大
き
な
谷
が
あ
り
(
ミ
ホ
-
に
等

え
ら
来
て
い
る
(盟
)､
等
高
線
が
Ⅴ
字

型
に
切
れ
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
､
全
体
と
し
て
は
整
っ
た
感
じ
の

山
で
あ
る
｡

さ
て
最
後
の
香
具
山
は
'
ま
ず
平
面
上
'
東
北
か
ら
西
南
に
向
け
て
長
く

か
つ
侵
食
に
よ
る
谷
が
数
条

(大
ま
か
に
数
え
る
か
､
細
か
に
数
え
る
か
で
､

三
本
～
六
本
と
幅
が
生
ず
る
)
あ
り
､
特
に
東
北
端
は
侵
食
が
進
ん
で
低
く

等
高
線
の
出
入
-
が
多
い
｡
東
南
側
は
完
全
に
平
地
の
高
さ
に
な
ら
ぬ
ま
ま
へ

前
述
の
龍
門
山
系
に
繋
が
っ
て
い
る
｡

な
お
'
登
っ
て
み
れ
ば
香
具
山
の
特
色
が
更
に
明
ら
か
に
な
る
｡
崖

･
赤
土

の
侵
食
露
出
等
が
あ
り
'
特
に
麓
が
比
較
的
に
急
傾
斜

(横
型
だ
か
ら
当
然
)

で
あ
る
｡
そ
し
て
最
も
大
事
な
こ
と
は
'
侵
食
さ
れ
て
残

っ
た
山
の
形
が
､
鹿

児
島
の
シ
ラ
ス
侵
食
地
帯
と
よ
-
似
て
い
る
事
で
あ
る
｡
頂
上
が
比
較
的
平
ら

で
､
谷
に
落
込
む
に
急
角
度
と
い
-
椀
型
の
特
徴
が
､
カ
グ
山
-
カ
ゴ
島
の
対

応
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
し
か
も
'
カ
グ
山
は
カ
ゴ
山
と
も
呼
ば
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カ
ゴ

れ
､
鳥
取
県
八
頭
郡
の

龍

山

を
み
る
と
､
や
は
り
開
析
谷
の
侵
食
山
で
あ
る
(鷲

つ
い
で
に
'
香
具
山
の
赤
土
露
出
は

｢赫
ぐ
｣
と
見
る
こ
と
が
で
き
､
従
来

の
説
(3
)も

1
理
は
あ
る
.
し
か
し
筆
者
は
根
本
を

｢
侵
食
作
用
｣
の
側
に
あ
て

て
見
る

(地
名
語
源
の
中
に
生
物
と
同
じ
-
動
態
で
見
る
べ
き
例
が
あ
る
｡
ア

キ
参
照
)(g
)の
で
あ
る
O
鹿
児
島
の
解
に
｢赫
ぐ
説
｣
が
な
い
の
は
､
グ
ー
ゴ
の

差
も
あ
る
に
は
あ
る
が
'
や
は
り
こ
ち
ら
は
シ
ラ
ス
で
暗
灰
色
だ
か
ら
で
あ
ろ

1つ
0ま

た
'
こ
の
山
に
'
筑
波
と
同
じ
-

｢
耀
ひ
-

歌
垣
｣
と
と
る
べ
き
風
俗
が

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
､
筆
者
は
自
然
地
名
の

考
え
で
行
-
0

最
後
に
'
大
和
の
山
で

｢
天
の
｣
が
つ
-
の
は
香
具
山
だ
け
で
'
伝
説
に
よ

れ
ば
'
｢
天
か
ら
降
っ
て
来
て
'
途
中
で
二
つ
に
わ
か
れ
､

1
つ
は
香
具
山
に
､

アメ
ヤ
マ

も
う

一
つ
は
伊
予
の

天

山

(愛
媛
県
松
山
市
)
に
な
っ
た
｣
と
い
う

(風
土
記

逸
文
'
伊
濠
国
)｡
類
似
性
が
な
い
だ
ろ
う
か
-

果
然
､
こ
の
山
(:S
)は
松
山
平

野
の
南
の
平
坦
部
で
'
右
手
川
の
支
流
の
小
野
川
ぞ
い
に
あ
る
'
正
に

｢椀
を

伏
せ
た
｣
よ
う
な
形
の
分
離
丘
陵
で
あ
る
｡
成
因
に
基
-
山
の
形
が
カ
グ
山
と

1
致
す
る
上
に
､
名
前
が
ア
マ
と
カ
グ
で
関
連
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
｡
や

は
り
こ
れ
ら
は
侵
食
作
用
の
地
質

･
土
砂

･
地
形
を
表
す
語
で
'
ア
マ
･
ア
メ

は
や
や
地
質
の
側
に
'
カ
グ

･
カ
ゴ
は
結
果
の
地
形
に
重
点
が
傾
-
｡
こ
の
場

合
､
堆
積
側
か
ら
考
え
る
と
ア
マ
･
ア
メ
と
カ
グ

･
カ
ゴ
は
あ
ま
り
結
び
つ
か

な
い
が
､
侵
食
側
か
ら
見
れ
ば
ア
マ
･
ア
メ
と
カ
グ

･
カ
ゴ
は
ほ
と
ん
ど
同
義

に
近
い
｡
ア
マ

T
メ
)
と
カ
グ
山
は
同
格
表
現
で
あ
ろ
う
｡

結

語

総
じ
て
自
然
地
名
の
見
方
が

一
面
的
ま
た
は
断
片
的
で
あ
っ
た
｡

大
地
を
見
つ
め
て
生
活
す
れ
ば
､
大
地
も
ま
た
年
々
の
変
化
を
見
せ
て
-
れ
る
｡

請
-
か
け
れ
ば
応
え
て
-
れ
る
｡

激
し
い
方
で
は
土
砂
崩

･
洪
水
な
ど
､
優
し
い
方
で
は
侵
食

･
堆
積
な
ど
1
ス

サ
ノ
ヲ
の
命
が
'
荒
-
は
暴
風
雨

･
洪
水
に
よ
り
土
地
を
変
え
､
穏
か
に
は
細
か

な
や
わ
土
を
堆
積
さ
せ
'
そ
れ
で
農
地
が
広
が
っ
て
行
っ
た
｡
後
世
の
人
は
､
前

者
を

｢
荒
ス
サ
｣
と
し
て
捉
え
る
の
み
で
'
後
者
の

｢
洲
砂
ス
サ
｣
を
見
落
し
た
0

こ
の
二
つ
を

一
貫
し
た
も
の
と
し
て
は
更
に
見
な
か
っ
た
｡
神
話
で
は

一
見

｢
天

つ
国
よ
り
の
追
放
｣
と
し
か
見
え
ぬ
事
件
も
､
深
い
所
で
は
稲
作
農
業
の
地
盤
づ

-
り

(成
立
)
の
重
要
布
石
で
あ
る
(47
)こ
と
が
見
え
て
来
な
か
っ
た
｡

ア
マ
･
ア
メ
と
い
う
と
天

･
神
な
ど
に
短
絡
し
て
し
ま
っ
て
､
人
間
が
そ
う
い

う
宗
教
的
境
地
を
ど
う
し
て
体
験
で
き
た
か
考
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
｡
古
来
､

宗
教
的
修
業
は
危
険

･
苦
難

･
不
安

･
恐
怖
を
の
り
こ
え
る
事
に
重
要
な
ボ
イ
ン

-
が
あ

っ
た
｡
そ
の
宗
教
的
対
象
を
仮
り
に
神
と
言
-
と
す
れ
ば
'
神
は
人
間
に

と
っ
て
危
-
､
恐
し
-
､
苦
し
-
て
､
容
易
に
は
行
-
事
の
で
き
ぬ
所
に
坐
し
た

の
で
あ
る
｡
そ
こ
が
ア
マ
･
ア
メ
な
の
で
あ
る
｡

逆
に
卑
近
な
例
を
示
そ
う
｡
海
崖

･
山
地
の
岩
場
な
ど
に
棲
む
燕
が
ア
マ
燕
｡

渓
流
に
す
む
魚
が
ア
マ
ゴ
･ア
メ
ゴ
｡
外
の
固
い
皮
の
中
の
軟
か
い
皮
を
ア
マ
皮
｡

竹
の
上
皮
を
ア
メ
の
皮
｡
岩
浜
を
ア
マ
｡
岩
浜
で
漁
を
す
る
人
を
ア
マ
｡
頂
上
に

植
生
な
-
岩
の
露
出
し
た
山
が
ア
マ
ゴ
山
｡
剃
髪
し
た
女
憎
が
ア
マ
｡
(焚
語
と
言

わ
れ
る
が
)
-
奇
妙
な
相
関
を
見
る
｡

今
回
'
ア
マ
が
断
層
に

一
致
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
驚
い
た
｡
し
か
し
､
ア
マ

地
名
す
べ
て
が
断
層
に
当
る
の
で
も
な
い
｡
古
代
人
は
成
因
の
知
識
は
な
-
､
た

だ
現
実
に
見
ら
れ
る
地
相

(動
態

･
形
態
)
か
ら
名
づ
け
た
結
果
の
1
敦
で
あ
ろ

O
J〔ノ

今
回
の
課
題
の
中
心
は
ア
マ
に
あ
っ
た
｡
ふ
り
か
え
れ
ば
､
ア
マ
は
第

一
級
の

自
然
地
名
語
で
あ
る
｡

1
､
意
味
の
広
さ

(
一
般
語
と
の
強
い
関
係
)0

2
､
語
構
成
の
多
様
さ

(熟
語
の
多
さ
)0

3
､
神
話

･
伝
説
等
に
強
-
結
び
つ
-
こ
と
｡

4
'
古
代
遺
跡
に
も
か
か
わ
る
こ
と
｡
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ア
マ
は
前
回
の
ア
キ

に
近
い

一
面
を
も
つ

が
'
ア
キ
は
ア
マ
ほ
ど
高
所
に
は
結

び

つ
か
な
い
.
こ
れ
が
地
上
-

ア
キ
ツ
シ
マ

国
'
天
空
-

タ
カ
マ

(
タ
カ
ア
マ
)

ガ
原
､
の
区
別
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う

｡

注

(1
)
悉
曇
学
者
明
覚
の

『悉
曇
要
訣
』
､
歌
学
者
藤
原
範
兼
の

『和
歌
童
蒙
抄
』
･藤
原

清
輔
の

『奥
義
抄
』
･藤
原
教
長
の

『古
今
集
注
』
(
い
ず
れ
も
院
政
期
)
な
ど
に
唱

え
ら
れ
た
も
の
｡

(2
)

｢辛
勝
に
阿
牟
ア
ム
か
き
着
き
そ
の
阿
皐
を
蟻
蛤
早
咋
ひ
-
｣
古
事
記
･
下
｡
｢
言

説
文
云
喜

八莫
衡
反

与
亡
同
字
亦
作
表

阿
夫
)
噛
人
飛
虫
也
｣
十
巻
本
和
名
抄

八
｡
(傍
点
等
筆
者
)｡
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
'
上
代
ア
ム
'
中
古
か
ら
ア
ブ
と
さ
れ
て

い
る
｡
た
だ
､
こ
の
地
名
は

｢
ア
ベ
･
ア
ポ
｣
と
通
じ
る
か
ら
'
比
較
的
早
-
か
ら

｢
ア
ブ
｣
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
後
考
に
侯
つ
｡

ノ

ソケ
ヨ
ヨキ
ジ

ヲ

(3
)

｢畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
､
著

二

好

字

一
.
｣

続
紀
､
和
銅
六
年
五
月
ノ
詔
.
｢
凡
諸

ノ

ミナ
ヒ

ヲ

ス
レ

ヲ

国
部
内
郡
里
等
名
､
並

用

二

二
字

∴
必

取

二

義
名

一

｡
｣延
喜
民
部
式
｡
-

自
分
の
住

む
所
､
ひ
い
て
は
日
本
全
体
が
､
よ
い
意
味
の
地
名
で
あ
り
た
い
と
い
う
心
情
は
否

定
し
去
れ
な
い
が
､
学
問
的
に
そ
の
名
づ
け
の
根
源
に
遡
れ
ば
､
好
字
で
は
解
せ
な

い
例
が
多
い
｡

(4
)
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(大
阪
府
)
に
よ
る
｡

(5
)

秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要

(人
文
科
学
･社
会
科
学
)
-
以
下

｢秋
大
紀
要

(人

･
社
)｣
と
略
記
す
る
-
第
38
集

｢
湿
地
相
地
名
の
一
研
究
｣

(6
)
秋
大
紀
要

(人

･
社
)
第
43
集

｢
地
名

･
神
名

･
国
名

(紘
)｣

p
11
｡

(7
)
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(大
阪
府
)
に
よ
る
｡

(8
)
新
編
日
本
の
活
断
層

(東
大
出
版
会
)
p
謝

･犯｡

(9
)
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
.
(静
岡
県

･
福
岡
県

･鹿児
島
県
)
に
よ
る
｡

(10
)

秋
大
紀
要

(人
･社
)
第
43
集

｢
地
名
･神
名
･国
名

(紘
)｣
p
l
'
結
語
の
4
O

(
11
)

秋
大
紀
要

(人

･
社
)
第
38
集

｢
湿
地
相
地
名
の

一
研
究
｣

p
29
｡

(
12
)

(
13
)

(
14
)

(15
)

(
16
)

(
17
)

(
18
)

(
19
)

(20
)

(
21
)

(
22
)

(
23
)

(24
)

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(岐
阜
県
)
に
よ
る
｡

新
編
日
本
の
活
断
層

(東
大
出
版
会
)
p

216
･m
･朋
｡

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(大
分
県

)
に
よ
る
｡

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(鹿
児
島
県

･
大
阪
府
)
に
よ
る
｡

m

¶

江
戸
後
期
､
東
条
義
門
の
著
｡
韻
尾
3

3

の

区
別
を
説
き
'
｢乳
ナ
マ

信

シ
ナ
(上
野

国
利
根
郡
の
郷
名
)｣
を
以
て
書
名
と
し
た
も
の
｡

新
編
日
本
の
活
断
層

(東
大
出
版
会
)
p
謝

･

…-10

本
論
文
､
第
三
章
の
第

一
節

･
第
二
節
参
照

｡

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(兵
庫
県
)
に
よ
る
｡

秋
大
紀
要

(人

･
社
)
第
38
集
'
p
31
0

古
代
地
名
語
源
辞
典
(東
京
堂
)｡.序
文
中
の
柏
原
氏
の
解
説
に
は
教
示
さ
れ
る
点

が
多
い
｡

秋
大
紀
要

(人

･
社
)
第
38

･
40

･
43
の
各
集

和
名
類
衆
抄
｡
源
順
911
-
減
編
｡
｢
郷
名
部
｣
は
そ
の
二
十
巻
本
に
あ
り
､
十
巻
本

に
は
な
い
｡
二
十
巻
本
の
成
立
に
は
多
少
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
'
本
書
に
記
載
が

あ
れ
ば
､
遅
-
と
も
平
安
後
期
ご
ろ
に
は
そ
の
地
名
が
存
し
た
と
言
え
よ
う
｡
た
だ

同

一
地
域
内
に
同
じ
地
名
が
あ
る
よ
う
な
場
合
､
比
較
的
辺
境
の
地
で
記
載
が
な
い

場
合
な
ど
を
考
慮
す
る
と
､
必
ず
し
も
有
力
な
資
料
と
は
言
え
な
い
こ
と
も
あ
る
｡

『
日
本
古
代
地
方
制
度
の
研
究
』
所
収
の
｢
郷
里
制
と
余
戸
｣
(吉
川
弘
文
館
)
(釈

野
直
吉
博
士
)'
｢国
史
大
辞
典
｣
等
参
照
｡
制
度
史
的
な
点
は
小
論
の
及
ぶ
べ
き
所

で
は
な
い
が
､
古
代
の
郷
里
制
に
お
い
て
里
は
｢
凡
戸
以
二
五
十
戸
一為
レ
里
､
毎
レ
里

置
二長

1
人
一､
若
山
谷
阻
険
､
地
遠
人
稀
之
処
､
随
レ便
量
置
｣
(大
宝
･養
老
の
両

令
)
と
さ
れ
､
五
十
戸
に
余

っ
た
分
を

｢余
戸
｣
と
し
た
と
説
か
れ
る
｡

こ
の
余
戸
の
所
在
･
分
布
に
つ
い
て
､
新
野
博
士
論
文
に
は
詳
細
な
調
査
が
あ
り
へ

小
論
も
そ
れ
に
従

っ
た
点
が
多
い
｡
ま
た
｢若
山
谷
阻
険
､
地
遠
人
稀
-
｣
の
所
は
､

小
論
で
ア
マ
が

｢
山
間
の
小
平
地

･
河
川
の
合
流
点

･
曲
流
の
内
側
の
堆
積
地

･
河

口
･辺
部
な
未

利
用
地
｣
と
考
え
た
事
に
当
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
'
｢
若
-
｣
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と
あ
る
事
に
注
目
す
れ
ば
､
必
ず
し
も
僻
地
に
限
る
の
で
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
記
述
は
｢
古
代
地
名
語
源
辞
典
｣
(東
京
堂
)
の
｢あ
ま
る
べ
｣
の
項
で
あ
る

が
'
ほ
ぼ
同
趣
旨
に
解
さ
れ
る
も
の
と
し
て
､
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
の
宮
城
県
篇

の
｢あ
ま
る
べ
｣
も
あ
げ
ら
れ
る
｡
い
ず
れ
も
新
野
博
士
論
文
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
｡

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(佐
賀
県
)
に
よ
る
｡

同

(兵
庫
県
)0

同

(山
形
県
)0

大
日
本
地
名
辞
書

(第
七
巻
､
奥
羽
p
8-0
)0

崖

･
急
坂
･
不
整
形
で
際
立
っ
て
い
る
'
そ
し
て
水
が
音
を
立
て
て
流
れ
る
と
こ

ろ
が

｢
タ
カ

(高
)｣
と
呼
ば
れ
る
｡
秋
大
紀
要

(人

･
社
)
p

29
｡

秋
大
紀
要

(人

･
社
)
第
43
集
｡

同

第
38
集
｡

例
え
ば
岩
波

･
日
本
古
典
文
学
大
系

･
古
事
記
の
頭
注
｡

例
え
ば
､
同
じ
-
､
日
本
書
紀
の
頭
注
｡

E
S
O
P
O
N
O
F
A
B
V
IJA
S
(天
草
版
伊
曽
保
物
語
)
中
の

｢
獅
子
と
鼠
の
事
｣

p
4

-1

-4-0
こ
の
引例
は
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
｡

た
と
え
ば

｢全
国
万
言
辞
典
｣
｢
分
類
方
言
辞
典
｣
｢大
辞
典

(平
凡
社
)｣
｢大
日

本
国
語
辞
典
｣｡

鋲
の
'
両
側
に
開
い
た
縁
に
ギ
ザ
ギ
ザ
の
刃
を
つ
け
た
も
の
O
矢
の
貫
徹
性
が
よ

く

大
型
獣
に
適
す
る
｡
そ
の
実
と
の
組
み
合
わ
せ
で
'
弓
の
方
も
カ
ゴ
弓
と
名
づ

け
た
と
思
わ
れ
る
｡
｢鹿
を
と
る
た
め
｣
と
い
-
の
は
附
会
で
あ
ろ
-
｡
ま
た
漢
字
表

記
の

｢
児
｣
も
あ
て
字
で
意
味
は
と
り
あ
げ
る
に
及
ば
な
い
｡

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(石
川
県
)
に
よ
る
｡

同

(鹿
児
島
県
)
に
よ
る
｡

同

(奈
良
県
)O
文
学
的
鑑
賞
な
ど
に
も
散
見
す
る
D

ノ
ノ
r(
ほ
と
ノ

日
本
書
紀
｡
安
寧
天
皇
の
御
陵
は
'
｢畝
傍
山
南
御
陰

井
上
陵
｣
と
あ
り

(託
徳

i

.=

1
.

天
皇
38
年
)､
古
事
記
で
も
｢御
陵
在
二畝
火
山
之
美

富

登

㍉
｣
と
あ
る
｡
紀
で
は
｢
畝

傍
山
南
-
｣
と
す
る
が
､
実
際
は
南
西
-
ら
い
で
､
現
在
地
名
で
は
橿
原
市
書
田
町

字
西
山
｡
｢歴
代
天
皇
図
巻
｣
(秋
田
書
店
)
参
照
｡

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(鳥
取
県
)
に
よ
る
｡

火
神
の
別
名

｢
カ
グ
ッ
チ
｣
は
｢赫
土
｣
と
も
と
れ
る
｡
な
お
､
神
武
天
皇
は
｢
天

香
山
の
埴
土
を
取
-
て
'
八
十
の
平
憲
を
造
り
て
､
窮
自
ら
斎
戒
し
て
諸
神
を
祭
り

た
ま
ふ
-
｣
(書
紀
'
上
､
神
武
天
皇
即
位
前
紀
)と
あ
り
'
香
具
山
の
赤
土
が
特
に

神
聖
視
さ
れ
た
と
思
わ
れ
'
こ
の
山
の
名
づ
け
と
受
け
取
ら
れ
た
も
の
と
思
う
｡

秋
大
紀
要

(人

･
社
)
第
43
集

結
語
｡

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

(愛
媛
県
)
に
よ
る
｡

秋
大
紀
要

(人

･
社
)
第
40
集
｡
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